
元
老
院
国
憲
按
の
編
纂
過
程
（
上
）

島

善
　
高

は
し
が
き

　
明
治
九
年
か
ら
同
十
三
年
に
か
け
、
元
老
院
に
於
い
て
憲
法
草
案
が
起
草
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
編
纂
に
関

す
る
基
本
的
な
史
料
が
関
東
大
震
災
や
米
軍
の
東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
憲
編
纂
の
詳
細
な
経
緯
は
不
明

の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
私
は
、
近
時
、
そ
の
基
本
史
料
の
謄
写
本
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

す
な
わ
ち
『
国
憲
草
案
始
末
』
及
び
『
国
憲
取
調
書
類
　
第
四
』
と
題
す
る
二
種
類
の
史
料
で
あ
る
が
、
私
は
宮
内
庁
書
陵
部
の
許
可

を
得
て
早
速
こ
れ
ら
を
複
写
し
、
検
討
を
加
え
た
と
こ
ろ
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
事
柄
の
幾
つ
か
が
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
判
明
す
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
故
に
私
は
、
他
の
関
連
史
料
も
併
せ
て
、
元
老
院
国
憲
按
関
係
の
史
料
集
を
出
版
す
べ
く
、
目
下
そ
の
作
業
に
従
事
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
完
成
ま
で
に
は
ま
だ
か
な
り
の
時
日
を
要
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
取
り
敢
え
ず
そ
の
一
端
を
紹
介

し
、
先
学
の
御
批
正
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。
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一
　
元
老
院
国
憲
按
研
究
史
概
要
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明
治
八
年
七
月
五
日
、
「
立
法
ノ
源
ヲ
広
メ
」
る
た
め
に
明
治
政
府
は
元
老
院
を
設
置
し
、
九
月
七
日
に
は
、
元
老
院
議
長
有
栖
川
熾

仁
親
王
に
対
し
て

　
　
朕
袈
二
我
建
国
ノ
体
二
言
キ
広
ク
海
外
各
国
ノ
成
法
ヲ
魁
酌
シ
以
テ
国
憲
ヲ
定
メ
ン
ト
ス
汝
等
ソ
レ
宜
シ
ク
之
力
草
按
ヲ
起
創
シ

　
　
以
テ
聞
セ
ヨ
朕
将
二
撰
ハ
ン
ト
ス

と
の
勅
語
が
下
さ
れ
た
。
こ
こ
に
元
老
院
は
、
海
外
各
国
の
成
法
を
斜
長
し
て
国
憲
を
編
纂
す
る
こ
と
に
な
っ
て
鋭
意
国
憲
編
纂
に
勤

し
み
、
幾
種
類
か
の
草
案
を
起
草
し
た
が
、
岩
倉
具
視
や
伊
藤
博
文
が
批
判
を
し
た
た
め
、
結
局
、
元
老
院
の
国
憲
草
案
は
日
の
目
を

見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
明
治
十
四
年
の
政
変
以
後
、
伊
藤
の
主
導
で
憲
法
編
纂
が
行
な
わ
れ
る
事
に
な
っ
た
た
め
、
元
老
院

の
国
憲
編
纂
の
経
緯
は
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
、
既
に
明
治
年
中
そ
の
関
連
史
料
の
所
在
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
詳
細
な
年
代
は

不
明
で
あ
る
が
、
咀
治
時
代
に
内
閣
記
録
課
長
を
し
て
い
た
多
田
好
誼
が
末
松
謙
澄
に
宛
て
た
書
翰
に

　
　
拝
啓
　
愈
御
安
恭
奉
賀
候
。
然
は
過
日
鮫
島
氏
よ
り
苗
齢
有
之
候
有
栖
川
宮
殿
下
轟
轟
を
奉
し
起
草
せ
ら
れ
た
る
憲
法
草
案
旧
元

　
　
老
院
よ
り
記
録
課
へ
引
継
書
類
中
に
は
相
見
不
申
、
其
他
心
当
り
の
方
唯
今
捜
探
書
に
付
見
付
け
次
第
差
上
可
申
候
得
共
、
前
条

　
　
之
都
合
に
有
之
候
間
此
段
申
上
置
候
。
勿
々
不
一

と
あ
る
よ
う
に
（
伊
藤
博
文
関
係
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
六
、
塙
書
房
、
一
九
七
八
年
、
一
一
七
頁
）
、
元
老
院
か
ら
内
閣
記
録
課
に

引
き
継
い
だ
書
類
中
に
は
既
に
国
憲
按
は
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。



元老院国憲按の編纂過程（上）

　
そ
の
後
、
好
運
な
こ
と
に
古
書
店
か
ら
国
憲
按
関
係
書
類
が
見
い
だ
さ
れ
、
そ
れ
が
金
子
堅
太
郎
の
手
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

金
子
の
「
帝
国
憲
法
制
定
ノ
由
来
」
（
国
家
学
会
編
『
明
治
憲
政
経
済
史
論
』
大
正
八
年
、
五
三
頁
以
下
）
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
其
時
取
調
ラ
レ
タ
書
類
が
六
冊
ア
ル
、
其
書
類
ヲ
見
ル
ニ
英
仏
ハ
勿
論
、
亜
米
利
加
、
独
逸
、
普
魯
西
、
バ
ベ
リ
ア
、
白
耳
義
、

　
　
和
蘭
、
西
班
牙
、
葡
萄
牙
等
ノ
国
々
ノ
憲
法
ヲ
反
訳
シ
、
又
各
国
ノ
憲
法
論
ノ
要
旨
ナ
ド
ヲ
調
べ
タ
モ
ノ
デ
、
此
等
ハ
元
老
院
ニ

　
　
ゴ
ザ
リ
マ
シ
タ
、
弦
ニ
フ
シ
ギ
ナ
コ
ト
ガ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
、
私
モ
先
年
元
老
院
二
奉
職
シ
テ
此
書
類
ヲ
見
タ
ガ
、
元
老
院
ヲ
廃
止
サ

　
　
レ
タ
時
二
何
レ
内
閣
ノ
書
庫
ニ
デ
モ
仕
舞
ツ
テ
ア
ル
ダ
ラ
ウ
ト
思
ツ
テ
居
ツ
タ
所
ガ
、
七
八
年
前
二
貴
族
院
書
記
官
長
ノ
太
田
峰

　
　
三
郎
君
が
私
ノ
宅
ヲ
尋
ネ
テ
、
今
日
ハ
貴
方
二
献
上
シ
タ
イ
モ
ノ
ガ
ア
ル
、
早
急
平
素
好
ン
デ
古
本
屋
ヲ
漁
ツ
テ
居
ル
ガ
、
神
田

　
　
デ
古
本
屋
ヲ
漁
り
居
ツ
タ
処
が
斯
ウ
イ
フ
書
類
が
出
テ
等
等
（
ト
云
フ
テ
風
呂
敷
ノ
中
カ
ラ
大
部
ノ
書
類
ヲ
取
り
出
シ
テ
）
是
ハ

　
　
元
老
院
ノ
取
調
書
類
ト
書
イ
テ
ア
ツ
テ
六
冊
ア
ル
、
之
ヲ
見
ル
ト
ナ
カ
ナ
カ
容
易
ナ
ラ
ヌ
モ
ノ
デ
ア
ツ
タ
、
国
憲
制
定
ノ
コ
ト
ニ

　
　
就
キ
明
治
九
年
九
月
七
日
ノ
詔
カ
ラ
始
マ
ツ
テ
凡
テ
ノ
書
類
が
編
纂
セ
ラ
レ
テ
ア
ル
、
是
ガ
ド
ウ
シ
テ
古
本
屋
日
計
ル
カ
実
二
驚

　
　
イ
タ
、
ソ
コ
デ
兎
モ
角
モ
言
ヒ
ナ
リ
次
第
ノ
代
金
ヲ
払
ツ
テ
今
持
ツ
テ
帰
ツ
タ
所
デ
ア
ル
、
聖
目
貴
方
二
献
上
シ
テ
置
ク
コ
ト
ガ

　
　
至
当
ト
思
ツ
タ
カ
ラ
是
ヲ
貴
方
二
献
上
ス
ル
ト
至
聖
レ
タ
、
其
時
私
ハ
実
二
驚
イ
タ
、
ド
ウ
イ
フ
訳
デ
此
書
類
が
古
本
屋
山
迷
ヒ

　
　
込
ン
デ
居
ツ
タ
搾
出
ラ
ン
ガ
、
兎
モ
角
モ
今
即
智
ノ
所
蔵
ニ
ナ
ツ
テ
居
ル
、
先
日
穂
積
博
士
が
私
ノ
宅
二
御
出
ノ
時
二
御
眼
二
掛

　
　
ケ
タ
ラ
是
ハ
重
宝
ト
シ
テ
貴
方
ノ
宅
二
保
存
シ
テ
置
イ
タ
ラ
宜
カ
ラ
ウ
ト
イ
フ
コ
ト
デ
ア
ツ
タ
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
類
は
六
冊
か
ら
な
っ
て
お
り
、
明
治
九
年
九
月
七
日
の
詔
か
ら
始
ま
っ
て
凡
て
の
史
料
が
綴
じ
ら
れ
て
い
た

と
い
う
が
、
残
念
な
が
ら
大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
林
田
亀
太
郎
『
明
治
大
正
政
界
側
面
史
』
上
巻
（
大

日
本
雄
弁
会
、
大
正
一
五
年
）
五
〇
頁
に
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子
爵
曰
く
此
国
憲
草
案
は
今
何
処
に
在
る
だ
ら
う
。
我
．
輩
の
秘
蔵
し
て
み
た
も
の
は
焼
い
た
が
、
最
初
の
国
憲
案
が
果
し
て
ど
ん

　
　
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
是
非
調
べ
て
貰
ひ
た
い
も
の
だ
。

と
金
子
の
言
葉
を
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
後
、
昭
和
十
年
、
尾
佐
竹
猛
氏
が
学
術
振
興
会
第
九
小
委
員
会
か
ら
憲
法
史
料
蒐
集
の
命
を
受
け
て
調
査
さ
れ
た
結
果
、
内
閣

文
庫
そ
の
他
に
以
下
の
よ
う
な
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
（
尾
佐
竹
櫨
「
学
術
振
興
会
第
九
小
委
員
会
報
告
書
第
＝
、
現
在
国

立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
氏
「
伊
藤
案
以
前
の
憲
法
諸
案
」
『
日
本
憲
政
史
論
集
』
育
生
社
、
昭
和
十
二
年
、
所
収
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
内
閣
文
庫

　
　
国
憲
基
礎
勅
語

　
　
日
本
国
憲
按
（
明
治
九
年
十
月
十
四
日
繕
写
校
読
）

　
　
日
本
国
憲
按
（
明
治
十
年
十
二
月
三
日
校
）

　
　
圓
本
国
憲
按
（
明
治
十
一
年
二
月
再
定
）

　
　
日
本
国
憲
按
（
明
治
十
一
年
五
月
訂
本
）

　
　
国
憲
按
ヲ
進
ム
ル
復
命
書
（
明
治
十
一
年
六
月
二
十
日
浄
書
）

　
　
進
国
憲
按
報
告
書
（
明
治
十
一
年
七
月
九
B
改
正
）

　
　
日
本
国
憲
按
（
明
治
十
一
年
七
月
定
本
）

　
　
明
治
十
三
年
七
月
二
十
八
日
報
告
書

　
　
国
憲
草
按
（
明
治
十
三
年
七
月
七
日
改
定
）
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元老院国憲按の編纂過程（上）

進
国
憲
草
按
報
告
書
（
明
治
十
三
年
）

国
憲
草
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
（
明
治
十
三
年
十
月
九
日
）

国
憲
草
按
（
明
治
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
浄
書
校
正
）

国
憲
履
歴
大
略
（
明
治
十
三
年
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
松
岡
正
盛
記
）

国
憲
草
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
（
明
治
十
三
年
十
二
月
上
奏
済
）

国
憲
草
按
（
上
奏
ノ
モ
ノ
）

国
憲
草
按
各
議
官
意
見
書
（
草
稿
）

国
憲
取
調
書
類

　
　
　
　
宮
内
省
図
書
寮

国
憲

国
憲
草
按
（
上
奏
セ
ル
分
）

国
憲
草
按
意
見
（
同
上
）

　
　
　
　
高
松
宮
家

日
本
国
憲
按
（
準
備
按
訂
正
浄
書
シ
タ
ル
モ
ノ
V

日
本
国
憲
按
（
準
拠
書
目
）

　
　
　
　
日
比
谷
図
書
館

日
本
国
憲
按
（
準
拠
書
）
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国
憲
草
按
引
証

　
　
　
　
巌
松
堂

国
憲
基
礎
勅
語

日
本
国
憲
ヲ
進
ム
ル
復
命
書

日
本
国
憲
按

国
憲
再
修
正
報
告
書
（
明
治
十
三
年
七
月
）

国
憲
解
題

日
本
国
憲
按
準
拠
書

日
本
国
憲
按

　
　
　
　
三
条
公
爵
家

国
憲
草
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
（
明
治
十
三
年
十
二
月
）

国
憲
解
題

国
憲
草
按

　
　
　
　
伊
藤
公
爵
家

日
本
国
憲
按

日
本
国
憲
準
拠
書

国
憲
按
各
議
官
意
見
書
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二
上
兵
治
氏

　
　
同
　
　
上

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
当
時
い
ず
れ
も
容
易
に
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
て
、
尾
佐
竹
氏
自
身
も
大
部
分
は
直
接
に

見
て
は
お
ら
れ
な
い
。
そ
の
内
、
最
も
完
備
し
て
い
る
史
料
で
あ
る
内
閣
文
庫
所
蔵
書
類
が
米
軍
の
東
京
大
空
襲
で
灰
塩
に
帰
し
て
し

ま
っ
た
（
後
掲
沢
論
文
、
注
1
6
参
照
）
。

　
け
れ
ど
も
、
幸
い
な
こ
と
に
元
老
院
に
於
い
て
直
接
国
憲
編
纂
に
従
事
し
た
小
田
切
盛
徳
の
遺
文
書
が
慶
応
大
学
図
書
館
に
寄
贈
せ

ら
れ
、
こ
れ
を
利
用
し
て
浅
井
諸
氏
が
研
究
し
、
『
元
老
院
の
憲
法
編
纂
顛
末
』
（
巌
松
堂
書
店
、
昭
和
二
＋
一
年
）
と
題
す
る
史
料
集
を
出
版

元老院国憲按の編纂過程（上）

さ
れ
た
。

　
　
一

九八七六五四三二
こ
れ
に
は
以
下
の
十
四
種
類
の
史
料
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

国
憲
基
礎
勅
語

日
本
国
憲
按
旧
案

国
憲
按
載
ス
ル
所
ノ
皇
帝
所
有
ノ
不
動
産
及
ヒ
歳
入
二
就
テ
予
定
ス
ル
所
ノ
意
見
案

皇
族
ヲ
永
世
ノ
一
族
ト
ス
ル
ノ
議
二
付
テ
尊
母
其
私
産
ヲ
定
メ
其
名
称
ヲ
異
ニ
ス
ヘ
キ
ノ
議

国
憲
案
二
依
テ
旧
制
ヲ
改
革
ス
ヘ
キ
宮
内
省
ノ
事
務
章
程

日
本
国
憲
案
現
行
例

日
本
国
憲
ヲ
進
ム
ル
復
命
書

日
本
国
憲
按
同
準
拠
書
目

国
憲
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十
　
国
憲
草
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書

　
　
十
一
　
国
憲

　
　
十
二
　
国
憲
草
按
引
証

　
　
十
三
　
漢
文
「
国
憲
」

　
　
十
四
　
国
憲
草
按
各
議
官
意
見
書

我
々
は
、
こ
の
浅
井
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
元
老
院
に
於
け
る
国
憲
按
編
纂
の
様
子
を
か
な
り
把
握
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

浅
井
氏
は
同
書
（
＝
＝
頁
以
下
）
に
於
い
て

　
　
元
老
院
の
憲
法
編
纂
に
関
す
る
史
料
の
如
き
は
今
か
ら
十
年
程
前
ま
で
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
居
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
例

　
　
へ
ば
「
明
治
文
化
全
集
」
第
三
巻
（
昭
和
四
年
三
月
発
行
）
は
各
種
の
憲
法
草
案
を
採
録
せ
る
も
元
老
院
草
案
は
採
録
せ
ら
れ
ず
、

　
　
吉
野
作
造
博
士
の
「
解
題
」
に
も
『
一
　
国
憲
　
之
は
明
治
十
三
年
十
二
月
時
の
元
老
院
議
長
大
木
喬
任
よ
り
明
治
天
皇
に
上
つ

　
　
た
憲
法
草
案
で
あ
る
。
明
治
九
年
以
来
元
老
院
が
陛
下
の
命
を
奉
じ
て
調
査
研
究
し
て
居
っ
た
其
成
果
の
奉
答
と
観
て
い
、
。
原

　
　
本
は
云
ふ
迄
も
な
く
帝
室
の
秘
庫
に
萎
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
そ
の
謄
本
は
帝
室
編
修
局
に
就
て
拝
見
す
る
こ
と
が
出
来

　
　
る
。
遺
憾
な
が
ら
未
だ
民
間
に
伝
画
す
る
を
許
さ
れ
て
居
な
い
』
と
あ
る
。
又
藤
井
喜
太
郎
「
日
本
憲
法
制
定
史
」
（
昭
和
四
年
八

　
　
月
発
行
）
に
は
『
右
元
老
院
案
に
就
て
は
金
子
堅
太
郎
閣
下
よ
り
承
る
処
に
よ
る
と
素
と
貴
族
院
に
在
っ
た
も
の
が
貴
族
院
火
災

　
　
の
際
市
中
に
出
た
の
を
太
田
峰
三
郎
氏
（
貴
族
院
書
記
官
長
V
よ
り
子
爵
閣
下
に
呈
せ
ら
れ
其
写
本
が
臨
時
帝
室
編
修
局
に
あ
る

　
　
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
を
拝
見
す
べ
し
と
は
承
っ
た
が
目
下
御
記
御
編
纂
の
中
に
裁
に
引
用
す
る
こ
と
を
遠
慮
し
て
置
く
』
と

　
　
記
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
上
記
の
金
子
伯
所
蔵
の
史
料
は
其
後
火
災
の
為
焼
失
し
て
仕
舞
つ
た
の
で
あ
る
。
現
在
こ
の
元
老
院
の
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憲
法
編
纂
に
関
す
る
史
料
で
其
所
在
が
明
ら
か
に
成
っ
て
居
る
の
は
尾
佐
竹
猛
博
士
の
調
査
に
依
れ
ば
、
内
閣
文
庫
、
内
大
臣
府
、

　
　
高
松
宮
家
、
日
比
谷
図
書
館
、
伊
藤
公
爵
家
、
三
条
公
爵
家
等
で
あ
り
、
そ
の
他
に
本
書
に
於
て
紹
介
せ
る
慶
応
義
塾
図
書
館
所

　
　
蔵
の
史
料
が
あ
る
。
是
れ
は
其
内
容
に
於
て
内
閣
文
庫
所
蔵
の
も
の
と
共
に
最
も
完
備
せ
る
も
の
で
、
其
他
の
分
は
史
料
の
数
が

　
　
甚
だ
少
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
内
閣
文
庫
の
分
は
秘
密
に
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
現
在
一
般
人
が
参
看
し
得
る
も
の
と
し
て
は

　
　
慶
応
義
塾
図
書
館
の
分
が
殆
ん
ど
唯
一
の
も
の
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
き
貴
重
な
る
史
料
が
慶
応
義
塾
図
書
館
に
所
蔵
せ
ら
る
・

　
　
に
至
っ
た
の
は
、
昭
和
六
年
小
田
切
万
寿
之
助
氏
が
先
代
盛
徳
氏
旧
蔵
の
書
籍
を
慶
応
義
塾
図
書
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
通
志
中
か

　
　
ら
此
史
料
が
発
見
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
是
れ
が
小
田
切
家
に
伝
っ
て
居
つ
允
の
は
小
田
切
盛
徳
氏
が
当
時
元
老
院
書
記
官
を
奉

　
　
職
せ
ら
れ
、
此
憲
法
編
纂
に
関
係
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

　
一
方
、
稲
田
正
次
氏
は
陸
奥
宗
光
文
書
の
中
か
ら
「
日
本
国
憲
按
」
、
「
日
本
国
憲
按
ヲ
進
ム
ル
復
命
書
」
、
「
日
本
国
憲
按
準
拠
書
目
」

を
見
い
だ
さ
れ
、
更
に
学
習
院
大
学
に
「
日
本
国
憲
按
同
準
拠
書
目
　
台
本
」
と
題
す
る
写
本
が
あ
る
の
を
発
見
さ
れ
る
な
ど
研
究
を

一
層
深
め
ら
れ
、
元
老
院
国
憲
按
に
は
第
一
次
案
（
明
治
九
年
）
・
第
二
次
案
（
明
治
十
一
年
）
・
第
三
次
案
（
明
治
十
三
年
V
の
三
種

類
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
成
果
を
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
上
巻
（
有
斐
閣
、
昭
和
三
＋
五
年
）
に
纏
め
ら
れ
た
。
そ
し
て

現
在
で
は
、
元
老
院
国
憲
按
に
つ
い
て
語
る
給
い
ず
れ
も
稲
田
氏
の
研
究
に
依
拠
し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
て
、
明
治
前
期
の
憲
法
草
案

を
網
羅
し
た
家
永
他
編
「
明
治
前
期
の
憲
法
構
想
（
増
訂
版
第
二
版
ご
（
福
村
出
版
、
一
九
八
七
年
）
も
元
老
院
国
憲
按
に
つ
い
て
は
全
く

稲
田
説
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
回
り
而
し
て
稲
田
氏
の
研
究
以
後
、
井
田
進
也
氏
が
論
文
「
「
立
法
者
』
中
江
兆
民
－
元
老
院
国
憲
案
編
纂
過
程
に
お
け
る
”
豆
喰
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ひ
書
記
官
”
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
角
逐
！
」
（
．
思
想
』
六
八
六
号
、
一
九
八
一
年
八
月
）
で
中
江
兆
民
が
国
憲
按
起
草
に
従
事
し
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
主
張
し
、
或
い
は
沢
大
洋
氏
が
「
元
老
院
『
日
本
国
憲
按
』
の
立
法
過
程
と
河
津
祐
之
」
（
『
東
海
大
学
紀
要
政
治
経
済
学
部
』

二
四
景
一
九
九
二
年
）
で
河
津
祐
之
こ
そ
が
国
憲
起
草
の
中
心
者
で
あ
っ
た
の
だ
と
唱
え
た
り
し
て
お
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
傍
証
史
料

に
よ
る
推
測
に
し
か
す
ぎ
ず
、
ま
た
国
憲
按
そ
の
も
の
に
関
す
る
新
た
な
史
料
を
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
以
上
、
元
老
院
国
憲
按
研
究
の
歴
史
を
概
観
し
た
が
、
先
学
の
丹
念
な
調
査
研
究
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
な
お
元
老
院
国
憲
按
の
実
質

的
な
起
草
者
す
ら
知
ら
れ
な
い
の
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
金
子
堅
太
郎
が
所
持
し
、
或
い
は
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
元
老
院
国
憲
按
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
史
料
群
が
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
金
子
堅
太
郎
旧
蔵
本
を
謄
写
し
た
史
料
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

既
に
藤
井
甚
太
郎
『
日
本
憲
法
制
定
史
』
（
雄
山
閣
、
昭
和
四
年
、
二
三
八
頁
）
に

　
　
右
元
老
院
案
に
干
て
は
金
子
堅
太
郎
閣
下
よ
り
承
る
処
に
よ
る
と
、
素
と
貴
族
院
に
在
っ
た
も
の
が
、
貴
族
院
火
災
の
際
市
中
に

　
　
出
た
の
を
、
太
田
峰
三
郎
氏
（
貴
族
院
書
記
官
長
）
よ
り
子
爵
閣
下
に
呈
せ
ら
れ
、
其
写
本
が
臨
時
帝
室
編
修
局
に
あ
る
と
い
ふ

　
　
こ
と
で
あ
る
。
此
を
拝
見
す
べ
し
と
は
承
っ
た
が
、
目
下
御
記
御
編
纂
の
中
に
、
弦
に
引
用
す
る
こ
と
を
遠
慮
し
て
置
く
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
浅
井
清
氏
も
こ
の
箇
所
を
引
用
し
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
金
子
旧
蔵
本
が
宮
内
省
（
庁
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
知
ら
れ
て
は
い
た
。
け
れ
ど
も
、
一
般
人
の
披
見
が
悼
か
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
今
日
ま
で
こ
れ
を
調
査
し
た
も
の
の
あ
る
を

聞
か
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
節
を
改
め
て
『
国
憲
草
案
始
末
』
及
び
『
国
憲
取
調
書
　
第
四
』
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に

し
た
い
。

　
な
お
、
金
子
堅
太
郎
に
よ
れ
ば
元
老
院
国
憲
按
関
係
の
書
類
は
全
部
で
六
冊
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
現
在
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『
国
憲
草
案
始
末
』
（
明
⊥
二
四
二
）

と

『
国
憲
取
調
書
類
　
第
四
』
（
明
⊥
二
四
こ
の
二
冊
し
か
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

二
　
『
国
憲
草
案
始
末
』
の
概
要

元老院国憲按の編纂過程（上）

　
『
国
憲
草
案
始
末
』
は
、
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
て
い
た
臨
時
帝
室
編
修
局
が
大
正
十
一
年
、

た
も
の
で
あ
っ
て
、
本
書
の
見
返
し
に
は

子
爵
金
子
堅
太
郎
所
蔵
本
を
元
に
謄
写
し

　
　
台
本
出
処
　
子
爵
金
子
堅
太
郎

　
　
採
集
人
名
・
藤
波
副
総
裁

　
　
採
集
年
月
　
大
正
十
｝
年
七
月

　
　
校
　
　
正
　
田
中
保
之

　
　
謄
写
人
名
　
吉
田
又
一
　
末
広
休
市

と
「
台
本
出
処
」
「
採
集
人
名
」
「
採
集
年
月
」
「
校
正
」
「
謄
写
人
名
」
が
記
し
て
あ
り
、
扉
に
は
「
図
書
寮
」
及
び
「
臨
時
帝
室
編
修

局
蔵
」
の
印
と
「
国
憲
草
案
始
末
」
な
る
表
題
が
あ
る
。

　
さ
て
、
本
史
料
は
ま
ず
、
明
治
九
年
七
月
七
日
の
勅
語
下
賜
の
次
の
よ
う
な
記
事
か
ら
始
ま
る
。

　
　
　
　
明
治
九
年
九
月
七
日
午
前
十
時
議
長
有
栖
川
熾
仁

　
　
召
ニ
ョ
リ
テ
皇
居
二
参
朝
ス

　
　
聖
上
御
学
問
所
代
二
者
シ
給
ヒ
右
大
臣
岩
倉
具
視
侍
坐
ス
宮
内
卿
徳
大
寺
実
則
議
長
有
栖
川
早
戸
ヲ
引
テ
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玉
座
ノ
前
面
二
進
ム

　
　
聖
上
左
ノ

　
　
勅
語
ア
リ

　
　
　
　
朕
畏
二
我
建
国
ノ
体
二
基
キ
広
ク
海
外
各
国
ノ
成
法
ヲ
斜
酌
シ
以
テ
国
憲
ヲ
定
メ
ン
ト
ス
汝
等
ソ
レ
宜
シ
ク
之
力
草
按
ヲ
起

　
　
　
　
創
シ
以
テ
聞
セ
ヨ
朕
将
二
撰
ハ
ン
ト
ス

　
　
　
　
右
畢
テ
議
長
別
殿
二
三
ク
後
少
時
再
ヒ
御
学
問
所
代
二

　
　
召
シ
テ
左
ノ

　
　
勅
語
ア
リ

　
　
　
　
国
憲
創
定
ハ
国
家
ノ
重
典
千
載
ノ
偉
業
タ
リ
汝
等
励
精
事
二
従
ヒ
速
二
瀬
効
ヲ
奏
セ
ヨ

　
　
　
　
議
長
有
栖
川
熾
仁
謹
テ

　
　
勅
ヲ
奉
シ
テ
退
ク

次
い
で
、
九
月
八
日
の
議
事
堂
に
於
け
る
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　
明
治
九
年
九
月
八
日
午
前
第
八
時
各
議
官
ヲ
議
事
堂
二
会
ス

　
　
　
　
議
長
日
昨
七
日
午
前
十
時

　
　
召
二
依
リ
テ
皇
居
二
参
朝
ス
ル
ノ
所
這
回
国
憲
制
定
ア
ル
ヘ
キ
ニ
付
キ
右
取
調
本
院
二
於
テ
起
草
ス
ヘ
キ
ノ

　
　
勅
ア
リ
熾
仁
謹
テ
之
ヲ
奉
ス
其

　
　
勅
語
ハ
今
書
記
官
ヲ
ソ
朗
読
セ
シ
ム
ヘ
シ
各
位
謹
テ
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之
ヲ
拝
聞
セ
ヨ

　
　
　
書
記
官
本
田
親
雄

勅
語
ヲ
朗
読
ス

動
転
二
我
建
国
ノ
体
二
基
キ
広
ク
海
外
各
国
ノ
成
法
ヲ
料
酌
シ
以
テ
国
憲
ヲ
定
メ
ン
ト
ス
汝
等
ソ
レ
宜
シ
ク
之
力
草
按
ヲ
起
創
シ

以
テ
聞
セ
ヨ
朕
将
二
撰
ハ
ン
ト
ス

　
　
　
右
畢
テ
議
長
議
官
柳
原
前
光
議
官
福
羽
美
静
議
官
中
浪
信
行
議
官
細
川
潤
次
郎
ヲ
喚
ヒ
左
ノ
辞
令
書
ヲ
附
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
官
　
　
柳
原
前
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
官
　
　
福
羽
美
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
通
　
　
　
　
　
議
官
　
　
中
嶋
信
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
官
　
　
細
川
潤
次
郎

　
　
　
　
　
為
国
憲
取
調
委
員

　
　
　
　
　
　
明
治
九
年
九
月
八
日
　
議
長
　
有
栖
川
熾
仁

　
　
議
長
日
這
回
国
憲
制
定
本
院
二
於
テ
取
調
ノ

勅
ヲ
奉
ス
依
テ
各
位
ヲ
ノ
委
員
タ
ラ
シ
ム
国
憲
品
定
ハ
国
家
ノ
大
典
．
ニ
ソ
千
載
ノ
盛
挙
タ
リ
宜
シ
ク
竈
勉
其
事
二
従
ヒ
速
二
成
効

　
　
ヲ
奏
ス
ヘ
キ
ノ

特
命
ヲ
得
タ
リ
各
意
励
精
能
ク
其

旨
ヲ
領
セ
ヨ
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四
名
ノ
委
員
命
ヲ
拝
ス

　
　
　
　
議
長
衆
議
官
二
向
テ
日
国
憲
制
定
ハ
国
家
ノ
重
典
筍
モ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
今
や
委
員
ヲ
設
タ
ル
ト
錐
臣
議
官
各
位
二
於
テ
意
見
ノ

　
　
　
　
ア
ル
ア
ラ
バ
宜
シ
ク
進
言
ア
ラ
ン
「
ヲ
望
ム

　
　
　
　
　
右
畢
テ
退
場
時
二
午
前
九
時

右
の
二
つ
の
記
事
は
所
謂
「
国
憲
基
礎
勅
語
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
浅
井
氏
の
前
掲
著
書
に
も
翻
刻
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
「
国
憲
取
調
一
件
」
と
題
を
改
め
て

　
　
朕
愛
二
我
建
国
ノ
体
二
基
キ
広
ク
海
外
各
国
ノ
成
法
ヲ
馬
足
シ
以
テ
国
憲
ヲ
定
メ
ン
ト
ス
汝
等
ソ
レ
宜
ク
畜
力
艸
按
ヲ
起
創
シ
以

　
　
テ
聞
セ
ヨ
朕
将
二
撰
ハ
ン
ト
ス

　
　
　
　
九
月
七
日
議
長
有
栖
川
親
王
ヲ

　
　
　
　
皇
居
二
被
召
前
件
ノ

　
　
　
　
勅
諭
ア
リ
右
大
臣
岩
倉
具
視
侍
坐
ス

な
る
九
月
七
日
の
勅
語
か
ら
始
ま
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
官
　
　
柳
原
前
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
官
　
　
福
羽
美
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
官
　
　
中
嶋
信
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
官
　
　
細
川
潤
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
為
．
国
憲
取
調
委
員
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明
治
九
年
九
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
有
栖
川
熾
仁

　
　
　
　
　
　
　
右
各
通

と
い
う
九
月
八
日
の
国
憲
取
調
委
員
の
任
命
記
事
、
同
じ
く
九
月
八
日
の

河
津
書
記
官

　
　
　
　
　
　
O

横
山
書
記
官

安
居
書
記
官

湯
川
書
記
官

　
　
　
　
右
四
名
国
憲
取
調
局
懸
リ
御
下
命
相
願
候
也

　
　
　
　
　
　
九
年

　
　
　
　
　
　
　
九
月
八
日
　
　
　
　
　
　
国
憲
取
調
委
員

　
　
　
　
　
　
議
長
殿

と
の
国
憲
取
調
懸
り
下
命
願
い
の
記
事
、
そ
れ
か
ら
十
月
九
B
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
カ

　
国
憲
取
調
二
従
事
致
居
候
二
付
后
後
事
宜
ニ
ョ
リ
委
員
中
一
人
議
事
議
席
候
等
長
有
之
此
段
預
シ
メ
御
允
許
被
下
階
副
読
也

　
　
九
年
十
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
憲
取
調
委
員

　
　
　
　
　
　
　
議
長
殿

　
伺
之
趣
聞
届
候
事
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と
、

明
治
九
年
＋
見
・
□

十
二
月
四
日
の

本
年
九
月
中
本
院
国
憲
起
艸

上
諭
ヲ
奉
シ
下
官
等
取
調
委
員
ノ
命
ヲ
承
ケ
既
二
王
二
毛
略
論
閣
下
ヘ
モ
内
呈
雪
曇
候
儀
二
言
此
上
委
員
会
議
相
開
可
申
処
方
今

国
憲
制
定
二
属
ス
ル
諸
件
書
類
取
調
居
候
上
年
内
余
日
モ
少
ナ
ク
候
間
来
年
一
月
置
最
後
取
懸
リ
可
申
哉
右
緩
急
ハ
前
途
上
奏
ノ

順
序
ニ
モ
関
係
候
間
為
念
此
段
相
伺
候
也

　
明
治
九
年
十
二
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
憲
取
調
委
員

　
　
　
　
議
長
有
栖
川
宮
殿
下
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伺
之
趣
本
年
余
日
モ
無
之
候
二
付
来
年
開
院
後
可
相
開
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
　
長

　
　
　
明
治
九
年
十
二
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熾
仁
印

と
の
二
つ
の
伺
指
令
、
そ
し
て
明
治
九
年
九
月
二
十
八
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
有
栖
川
熾
仁

書
ヲ
右
大
臣
岩
倉
閣
下
二
寓
ス
前
日
国
憲
起
草
ノ
勅
ヲ
奉
ス
ル
や
速
二
委
員
ヲ
撰
ン
テ
事
二
此
二
工
面
シ
ム
因
テ
思
フ
ニ
国
憲
ノ

「
タ
ル
至
大
至
重
容
易
二
決
定
ス
ヘ
キ
者
二
非
ス
故
田
草
按
ノ
起
創
バ
本
院
ノ
命
ヲ
受
ク
ル
所
ナ
リ
ト
錐
モ
可
否
ヲ
議
定
ス
ル
ニ



元老院国憲按の編纂過程（上）

　
　
至
テ
ハ
固
ヨ
リ

　
　
天
皇
陛
下
ノ
親
撰
ヲ
仰
カ
サ
ル
ヲ
得
ス
勅
語
ヲ
按
ス
ル
モ
亦
草
案
ノ
起
創
二
止
マ
ル
ヲ
以
テ
三
郎
ノ
成
ル
ニ
及
ン
テ
ハ
直
二
之
ヲ

　
　
奏
聞
シ
テ
以
テ
親
無
二
供
セ
ン
ト
ス
是
余
ノ
勅
ヲ
奉
シ
テ
起
草
二
従
事
セ
シ
ム
ル
所
以
ノ
意
ナ
リ
然
リ
ト
錐
モ
其
起
草
タ
ル
亦
用

　
　
意
深
切
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
故
二
曲
成
ル
や
先
ツ
之
ヲ
閣
下
二
密
送
シ
草
案
ノ
理
趣
ヲ
詳
明
シ
血
忌
ス
ル
所
ア
ツ
テ
然
ル
后
二
三

　
　
聞
シ
テ
以
テ
親
撰
二
供
シ
更
二
本
院
会
議
二
付
セ
ラ
レ
ン
「
ヲ
望
マ
ン
ト
欲
ス
弦
二
密
書
ヲ
陳
シ
テ
以
テ
密
聞
ス
請
フ
閣
下
之
ヲ

　
　
察
セ
ヨ
不
宜

　
　
　
明
治
九
年
九
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長
有
栖
川
熾
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
大
臣
岩
倉
閣
下

な
る
有
栖
川
宮
の
岩
倉
宛
書
翰
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
う
ち
、
十
月
九
日
と
十
二
月
四
日
の
二
つ
の
伺
指
令
が
少
々

目
新
し
い
く
ら
い
で
、
他
は
い
ず
れ
も
周
知
の
史
料
で
あ
る
。
最
後
の
有
栖
川
宮
の
書
翰
も
、
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
が
『
岩
倉
公
実
記
』
（
下

巻
、
原
書
房
、
昭
和
四
±
二
年
、
三
二
七
頁
）
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
稲
田
氏
の
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
上
巻
二
八
九
頁
に
も
引
用
さ
れ

て
い
る
。

　
以
上
の
記
事
の
後
に
、
か
つ
て
尾
佐
竹
氏
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
と
殆
ど
同
じ
く
、
以
下
の
よ
う
な
国
憲
按
の
草
案
類
が
編
綴
さ
れ
て

い
る
。

　
　
①
日
本
国
憲
按
（
明
治
九
年
十
月
十
四
日
繕
写
校
読
原
本
）

　
　
②
日
本
国
憲
按
（
明
治
十
年
十
二
月
三
日
校
）

　
　
③
日
本
国
憲
按
（
明
治
十
一
年
三
月
再
定
）
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④
日
本
国
憲
按
（
明
治
十
一
年
五
月
訂
本
）

　
　
⑤
国
憲
按
ヲ
進
ム
ル
復
命
書
（
明
治
十
一
年
六
月
二
十
日
並
計
五
本
浄
書
済
）

　
　
⑥
進
国
憲
按
報
告
書
（
明
治
十
一
年
七
月
九
日
改
正
）

　
　
⑦
日
本
国
憲
按
（
明
治
十
一
年
七
月
定
本
）

　
　
⑧
明
治
十
三
年
七
月
二
十
八
日
報
告
書

　
　
⑨
国
憲
草
按
（
明
治
十
三
年
四
月
廿
七
日
浄
写
校
正
済
、
同
七
月
七
日
改
定
）

　
　
⑩
進
国
憲
草
按
報
告
書
（
明
治
十
三
年
）

　
　
⑪
国
憲
草
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
（
明
治
十
三
年
十
月
九
日
）

　
　
⑫
国
文
国
憲
草
按
（
明
治
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
浄
書
校
正
）

　
　
⑬
国
憲
履
歴
大
略
（
明
治
十
四
年
十
月
二
十
八
日
松
岡
正
盛
記
）

　
　
⑭
国
憲
草
案
（
明
治
士
二
年
上
奏
済
）

　
　
⑮
国
憲
草
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
（
明
治
十
三
年
十
二
月
）

　
　
⑯
国
憲
草
按

　
　
⑰
明
治
二
十
年
憲
法
草
案

　
　
⑱
国
憲
草
按
各
議
官
意
見
書
（
草
稿
）

　
右
の
内
、
⑧
及
び
⑭
に
は
何
の
史
料
も
綴
じ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
恐
ら
く
⑧
「
明
治
十
三
年
七
月
二
十
八
日
報
告
書
」
は
⑨
「
国

憲
草
按
（
明
治
十
三
年
四
月
廿
七
日
浄
写
ス
校
正
摺
、
同
七
月
七
日
改
定
、
人
見
松
岡
校
済
）
」
と
⑩
「
進
国
憲
草
按
報
告
書
（
明
治
十
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三
年
ご
と
を
、
⑭
は
⑮
「
国
憲
草
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
（
明
治
十
三
年
十
二
月
　
付
箋
・
・
上
奏
済
ノ
部
）
」
と
⑯
「
国
憲
草
按
」
と

を
各
々
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
⑬
「
国
憲
履
歴
大
略
」
と
⑭
「
国
憲
草
案
」
と
の
間
に

　
　
国
憲
草
案
議
官
柳
原
前
光
福
羽
美
静
等
奉

　
　
勅
所
草
也
其
受

　
　
勅
明
治
九
年
九
月
而
勇
魚
之
在
十
三
年
十
二
月
立
恒
之
以
十
四
年
十
二
月
受
信
元
老
院
管
編
輯
事
其
関
渉
文
書
稿
本
表
在
鹿
中
表

　
　
然
成
堆
恐
其
散
侠
理
為
一
巻
以
見
其
上
末
此
他
猶
有
稿
本
引
書
歓
喜
併
蔵
出
供
勘
考
之
便
云

　
　
明
治
二
十
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
課
長
四
屋
恒
之
践

な
る
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
国
憲
草
案
始
末
を
編
纂
し
た
の
は
元
老
院
の
第
三
課
長
で
あ
っ
た
馬
屋
恒
之
で
あ
り
、
そ
の
年

月
は
明
治
二
十
年
九
月
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
ち
な
み
に
、
最
後
か
ら
二
番
目
の
⑯
「
明
治
二
十
年
憲
法
草
案
」
に
は
「
憲
法
草
案
ハ
明
治
十
三
年
十
二
月
ヲ
以
テ
進
奏
ヲ
了
シ
タ

ル
コ
ト
ハ
国
憲
草
案
始
末
末
尾
二
明
記
セ
リ
然
二
本
書
ハ
表
題
二
明
治
二
十
年
ト
傍
記
セ
リ
故
二
本
面
一
恐
ク
ハ
元
老
院
国
憲
取
調
委

員
ノ
手
二
成
リ
シ
モ
ノ
心
当
サ
ル
ヘ
シ
暫
ク
疑
ヲ
記
ス
　
　
明
治
三
十
三
年
十
月
」
と
の
付
箋
が
あ
る
が
、
付
箋
の
言
う
と
お
り
、
こ

れ
は
元
老
院
起
草
の
も
の
で
は
な
く
、
ロ
エ
ス
レ
ル
の
起
草
し
た
憲
法
草
案
で
あ
る
。
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三
　
国
憲
按
の
編
纂
過
程
　
そ
の
（
一
）
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前
節
で
概
観
し
た
『
国
憲
草
案
始
末
』
に
は
⑬
に
『
国
憲
履
歴
大
略
』
と
題
す
る
史
料
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
元
老
院
八

等
書
記
生
の
松
岡
正
盛
が
明
治
十
四
年
十
月
二
十
八
日
に
、
元
老
院
で
行
な
っ
た
国
憲
按
編
纂
事
業
を
ほ
ぼ
年
代
順
に
記
録
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
事
項
は
総
て
で
二
十
四
項
目
と
短
い
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
従
来
未
詳
で
あ
っ
た
事
柄
が
幾
つ
も

記
さ
れ
て
お
り
、
我
々
を
益
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
適
宜
節
を
分
け
て
こ
れ
を
紹
介
し
、
元
老
院
国
憲
按
の
編
纂
過

程
を
眺
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
こ
の
『
国
憲
履
歴
大
略
』
に
は
先
ず
明
治
九
年
九
月
七
日
に
「
勅
語
」
が
下
さ
れ
た
こ
と
、
次
い
で
九
月
八
日
に
柳
原
議
官
．
福
羽

議
官
・
中
島
議
官
・
細
川
議
官
の
四
人
が
国
憲
取
調
委
員
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
同
年
同
月
廿
八
日
に
議
長
が
岩
倉
右
大
臣
に

書
翰
を
出
し
た
な
ど
が
極
め
て
簡
略
に
記
録
さ
れ
た
後
、
第
四
番
目
に

　
　
　
同
年
同
月
十
五
日

　
　
欧
洲
各
国
憲
法
訳
書
ヨ
リ
我
国
憲
二
載
ル
可
キ
箇
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
横
山
由
清
ノ
令
二
拠
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
川
松
岡
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
く
に

な
る
記
事
が
あ
る
（
「
令
ハ
命
ナ
ラ
ン
」
と
の
付
箋
あ
り
）
。
こ
こ
に
名
の
挙
が
っ
て
い
る
横
山
由
清
は
明
治
九
年
の
「
官
員
録
」
の
元

老
院
の
項
目
に
少
書
記
官
従
六
位
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
っ
て
、
国
憲
取
調
局
懸
り
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
「
故
」
と
あ
る
の



は
、
『
国
憲
履
歴
大
略
』
が
起
草
さ
れ
る
前
の
明
治
十
二
年
十
二
月
に
没
し
た
か
ら
で
あ
る
。
湯
川
は
「
官
員
録
」
に
権
大
書
記
生
湯
川

貫
一
と
あ
る
人
物
で
、
九
月
八
日
に
河
津
祐
介
・
横
山
由
清
・
安
居
修
蔵
と
並
ん
で
国
憲
取
調
局
懸
り
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
松
岡
と

は
、
『
国
憲
履
歴
大
略
』
を
纏
め
た
松
岡
正
盛
で
、
当
時
の
肩
書
き
は
元
老
院
十
五
等
出
仕
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
記
事
に
よ
り
、
明
治
九
年
九
月
十
五
日
置
横
山
が
湯
川
・
松
岡
両
名
に
命
じ
て
欧
洲
各
国
憲
法
の
翻
訳
書
か
ら
国
憲
に

記
載
す
べ
き
条
文
を
調
査
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
事
実
は
極
め
て
貴
重
な
情
報
を
我
々
に
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
と
い

う
の
も
、
横
山
は
元
老
院
設
置
以
前
、
既
に
制
度
御
用
掛
語
箋
編
輯
と
し
て
法
律
制
度
整
備
の
仕
事
を
勤
め
、
し
か
も
元
老
院
設
置
直

前
の
立
法
機
関
で
あ
っ
た
議
院
に
於
い
て
も
国
憲
草
稿
取
調
掛
と
し
て
憲
法
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
左

院
時
代
の
次
の
史
料
を
掲
げ
て
お
こ
う
（
憲
政
資
料
室
所
蔵
憲
政
史
編
纂
会
収
集
文
書
五
三
八
－
二
）
。

　
　
明
治
七
年
九
月
七
日

　
　
大
　
臣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
長

　
　
　
参
議

元老院国憲按の編纂過程（上）

　
御
国
奪
取
調
理
儀
丁
付
三
等
出
仕
松
岡
時
敏
外
二
名
別
紙
全
通
申
立
候
処
右
ハ
尤
之
儀
ト
有
之
就
テ
ハ
申
立
藁
菰
御
器
裁
相
成

度
此
段
上
陳
仕
致
候

「
別
紙
」

私
共
先
達
テ
御
国
憲
草
稿
取
調
掛
被
仰
浅
智
候
処
過
日
来
徳
大
寺
宮
内
卿
殿
申
立
之
旨
趣
モ
有
之
右
御
用
掛
人
員
相
野
可
申
立
来

155



　
　
重
大
之
事
件
二
付
彼
是
ト
異
型
ヲ
モ
生
ジ
取
纏
居
候
儀
モ
可
有
之
儀
二
付
髭
臣
殿
下
天
中
御
壱
人
勅
旨
ヲ
以
御
国
憲
取
調
総
裁
被

　
　
仰
付
候
ハ
・
万
事
御
都
合
至
福
ト
感
通
候
　
年
山
内
中
納
言
殿
議
事
体
裁
取
調
総
裁
被
命
候
前
例
モ
有
之
労
可
然
様
御
上
裁
ヲ
乞

　
　
ヒ
被
下
度
此
段
相
伺
候
也

　
　
　
　
　
　
九
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
等
議
官
　
横
山
由
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
等
議
官
　
尾
崎
三
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
等
出
仕
　
松
岡
時
敏

　
　
　
　
伊
知
地
議
長
殿

　
　
　
　
佐
々
木
副
議
長
殿

左
道
に
於
い
て
一
体
ど
の
よ
う
な
国
憲
取
調
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
か
は
殆
ど
知
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
横
山
が
そ
の
取
調
官
の
一
員

で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
で
明
か
で
あ
る
。
そ
の
横
山
が
引
き
続
き
元
老
院
に
於
い
て
も
国
憲
取
調
懸
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

国
憲
按
起
草
の
上
で
も
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で
私
は
、
横
山
こ
そ
が
国
憲
按
起
草
の
中
心
的
な
人
物

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
当
を
つ
け
、
横
山
の
遺
文
書
を
精
査
す
れ
ば
何
か
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
、
佐
々
木
信

綱
の
紹
介
で
東
京
大
学
法
学
部
法
制
史
研
究
室
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
横
山
の
蔵
書
は
、
残
念
な
が
ら
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た

由
で
あ
る
。
し
か
し
幸
い
、
佐
々
木
が
「
横
山
由
清
々
稿
本
並
手
沢
本
目
録
」
な
る
寄
贈
書
目
録
を
残
し
て
く
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

　
　
日
本
帝
国
々
憲
按
　
　
一
　
由
清
翁
稿
本

と
見
え
て
い
る
（
横
山
由
清
『
日
本
田
制
史
」
、
大
正
＋
五
年
大
岡
山
書
店
刊
、
付
録
一
一
頁
参
照
）
。
後
述
の
通
り
、
明
治
九
年
十
月
十
四
日
に
成
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つ
た
国
憲
按
は
始
め
そ
の
題
名
が
「
日
本
帝
国
国
憲
按
」
と
な
っ
て
い
た
し
、
ま
た
金
子
堅
太
郎
も

　
　
此
草
案
ハ
最
初
ハ
B
本
帝
国
国
憲
ト
書
イ
テ
ア
ル
ノ
ヲ
最
後
二
士
リ
日
本
帝
国
ノ
四
字
ヲ
削
ツ
テ
単
二
国
憲
ト
書
イ
テ
ア
ル
、

と
述
べ
（
前
掲
『
明
治
憲
政
経
済
史
論
」
五
七
頁
）
、
最
初
は
「
日
本
帝
国
国
憲
」
と
書
い
て
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
右
の
「
日
本
帝
国
々

憲
按
」
が
元
老
院
に
於
け
る
憲
法
草
案
で
あ
る
こ
と
は
殆
ど
疑
い
な
く
、
し
か
も
「
由
清
翁
稿
本
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
横
山
が
国

憲
按
の
実
質
的
な
起
草
者
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
私
の
憶
測
も
、
全
く
の
的
外
れ
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

四
　
国
憲
按
の
編
纂
過
程
　
そ
の
（
二
）

元老院国憲按の編纂過程（上）

　
『
国
憲
履
歴
大
略
』
の
第
五
番
目
に

　
　
　
同
年
同
月
十
九
日

　
　
皇
族
ヲ
以
テ
永
世
ノ
一
族
ト
ス
ル
ノ
議

　
　
帝
室
ノ
歳
俸
ヲ
定
ム
ル
議

と
あ
り
、
第
六
番
目
に
は

　
　
　
同
年
同
月
廿
一
日

　
　
皇
族
海
外
ノ
例

と
あ
り
、
三
つ
飛
ば
し
て
第
十
番
目
の
明
治
九
年
十
月
の
記
事
に
は

　
　
　
同
年
同
月
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国
憲
按
二
載
ス
ル
所
ノ
皇
帝
所
有
ノ
不
動
産
及
歳
入
ノ
事
二
就
テ
予
定
ス
ル
所
ノ
意
見
按

帝
位
継
承
　
即
位
ノ
宣
誓
　
即
位
詔
　
立
太
子
詔

帝
室
神
事
祭
典
ノ
議
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横
山
由
清
調
査

と
あ
っ
て
、
国
憲
按
起
草
の
為
に
皇
室
及
び
皇
族
の
問
題
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
明
治
九

年
九
月
十
九
日
の
「
皇
族
ヲ
以
テ
永
世
ノ
一
族
ト
ス
ル
ノ
議
」
は
、
浅
井
氏
の
、
元
老
院
の
憲
法
編
纂
顛
末
』
八
九
頁
以
下
に
翻
刻
せ

ら
れ
て
い
る
「
皇
族
ヲ
永
世
ノ
一
族
ト
ス
ル
ノ
議
二
尊
テ
更
二
天
私
産
ヲ
定
メ
其
名
称
ヲ
異
ニ
ス
ヘ
キ
ノ
議
」
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
「
皇
族
ヲ
以
テ
永
世
ノ
一
族
ト
ス
ル
ノ
議
」
は
議
官
細
川
潤
次
郎
が
上
派
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
皇
統
継
嗣
ヲ
求
ム
ル

ノ
道
ヲ
話
調
、
人
臣
即
位
ヲ
僥
倖
ス
ヘ
キ
ノ
念
ヲ
絶
チ
、
国
民
ヲ
シ
テ
万
一
ノ
際
杞
憂
ヲ
抱
ク
ノ
恐
レ
ヲ
予
防
ス
」
と
い
う
内
容
の
論

説
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
日
の
「
帝
室
ノ
歳
俸
ヲ
定
ム
ル
議
」
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
し
な
い
。

　
九
月
二
十
一
日
の
「
皇
族
海
外
ノ
例
」
は
、
英
国
や
ド
イ
ツ
に
於
け
る
皇
族
の
範
囲
及
び
「
モ
ル
ガ
ナ
チ
ッ
ク
婚
姻
法
」
を
調
査
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
現
物
が
國
學
院
大
学
図
書
館
梧
陰
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
「
明
治
九
年
九
月
廿
一
日
細
川
議
官
へ
出
ス
」
「
元
老
院

意
見
附
録
」
な
る
識
語
も
存
在
し
て
い
る
（
A
一
八
）
。
既
に
小
嶋
和
司
氏
の
「
帝
室
典
則
に
つ
い
て
1
明
治
皇
室
典
範
初
期
史
の
研

究
1
」
（
同
氏
「
明
治
急
心
体
制
の
成
立
』
木
鐸
社
、
昭
和
六
士
二
年
、
七
二
頁
以
下
V
に
翻
刻
せ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
は
若
干
の
誤

り
が
あ
る
の
で
以
下
に
全
文
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
皇
族
海
外
ノ
例

：
英
国
一
r
於
テ
ハ
世
代
ノ
幾
何
ヲ
問
ハ
ス
シ
テ
皆
之
ヲ
皇
族
ト
ス
現
今
虚
位
ヲ
嗣
ク
可
キ
皇
族
ノ
員
甚
タ
少
ク
シ
テ
他
日
其
員
ノ
制



元老院国憲按の編纂過程（上）

　
　
限
ヲ
立
テ
帝
室
ノ
費
用
ヲ
減
ス
可
キ
ノ
コ
必
要
タ
ル
ヲ
見
出
サ
“
ル
ナ
リ
然
レ
托
近
日
議
院
二
重
テ
将
来
皇
族
ヲ
待
ツ
ノ
何
如
ン

　
　
ス
可
キ
ヤ
ヲ
論
ス
ル
者
ア
リ
其
事
英
国
ノ
新
聞
紙
上
二
記
載
セ
リ

　
　
日
耳
曼
諸
国
二
条
テ
ハ
秘
図
彊
域
甚
小
目
シ
テ
歳
入
多
カ
ラ
ザ
ル
者
多
シ
故
二
皇
族
ノ
員
大
二
増
加
ス
ル
ニ
及
ン
デ
ハ
支
給
ノ
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

　
　
ヲ
弁
ス
ル
ニ
由
ナ
キ
ヲ
以
テ
中
世
以
来
慣
用
ス
ル
ー
法
ア
リ
之
ヲ
「
モ
ル
ガ
ナ
チ
ッ
ク
、
ア
ル
リ
エ
ー
ジ
」
一
名
「
レ
フ
ト
ハ
ン

　
　
デ
ッ
ト
、
マ
ル
リ
エ
ー
ジ
」
ト
称
ス
ル
ー
種
ノ
婚
姻
法
ア
ツ
テ
其
婚
姻
中
ヨ
リ
生
ジ
タ
ル
子
ハ
其
上
ノ
有
ス
ル
尊
号
ヲ
伝
承
ス
ル

　
　
ノ
コ
ナ
シ
其
事
ハ
「
プ
ー
フ
ヒ
ー
ル
」
氏
字
書
中
二
見
ユ
撮
訳
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
「
モ
ル
ガ
ナ
チ
ッ
ク
」
婚
姻
法

　
　
此
婚
姻
法
ハ
貴
族
及
顕
著
ナ
ル
身
位
ノ
一
男
ノ
卑
賎
ナ
ル
単
位
ノ
一
女
ト
婚
ス
ル
法
二
十
シ
テ
離
異
ス
可
塑
ラ
ザ
ル
交
際
ニ
シ
テ

　
　
其
契
約
ニ
ハ
其
女
ト
子
ト
ハ
決
シ
テ
其
配
偶
ノ
称
号
、
徽
章
、
爵
位
ヲ
享
ケ
又
ハ
其
相
続
人
ト
ナ
ル
コ
ナ
シ
然
レ
冊
此
契
約
二
由

　
　
テ
女
ト
子
ト
ニ
与
フ
可
キ
定
分
ア
ル
者
ナ
リ

　
　
此
交
際
法
里
中
世
心
在
テ
ハ
数
々
之
ヲ
行
ピ
タ
リ
其
婚
姻
ノ
式
ハ
厳
正
二
行
ヒ
其
交
際
ハ
終
身
昏
鐘
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ト
シ
逆
子

　
　
モ
法
二
適
シ
タ
ル
者
ト
看
倣
ス
但
相
続
ノ
権
ナ
キ
ノ
ミ

　
第
十
番
目
の
横
山
由
清
が
調
査
し
た
「
国
憲
按
二
載
ス
ル
所
ノ
皇
帝
所
有
ノ
不
動
産
及
歳
入
ノ
事
二
就
テ
予
定
ス
ル
所
ノ
意
見
按
」

「
帝
位
継
承
　
即
位
ノ
宣
誓
　
即
位
詔
　
立
太
子
詔
　
帝
室
神
事
祭
典
ノ
議
」
の
う
ち
前
者
の
意
見
按
は
、
浅
井
氏
の
前
掲
書
八
六
頁
以

下
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
後
述
の
国
憲
按
第
四
章
「
帝
室
経
費
」
第
一
条
に
は
皇
帝
所
有
の
不
動
産
が
規
定
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
の
規
定
に
即
し
て
帝
室
所
有
の
不
動
産
、
皇
族
所
有
の
不
動
産
を
確
定
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
同
じ
十

月
に
横
山
は
「
国
憲
案
二
重
テ
旧
制
ヲ
改
革
ス
ヘ
キ
宮
内
省
ノ
事
務
章
程
」
と
い
う
意
見
書
も
書
き
（
前
掲
浅
井
著
九
二
頁
以
下
参
照
）
、
帝
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室
私
有
財
産
及
び
歳
入
の
管
理
を
宮
内
省
の
主
た
る
事
務
に
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
横
山
が
国
憲
按
起
草
に
深
く
係
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
『
国
憲
履
歴
大
略
』
の
第
七
番
目
に
は

　
　
　
同
年
十
月
十
四
日

　
　
国
憲
按
準
拠
書
目
成
ル

と
あ
り
、
第
八
番
目
に

　
　
　
同
年
同
月

　
　
日
本
国
憲
按
校

と
あ
り
、
そ
し
て
第
九
番
目
に

　
　
　
同
年
十
月

　
　
日
本
国
憲
ヲ
進
ム
ル
復
命
書

　
　
　
　
　
　
　
委
員
議
官
撰
テ
議
長
二
出
セ
シ
ト
思
考
ス

と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
九
年
十
月
十
四
日
に
は
元
老
院
国
憲
按
の
所
謂
第
一
次
案
が
完
成
し
、
ほ
ぼ
同
時
に
「
国
憲
按
準
拠
書
目
」
及

び
「
日
本
国
憲
ヲ
進
ム
ル
復
命
書
」
も
作
成
さ
れ
た
。
国
憲
按
が
十
月
十
四
日
に
完
成
し
た
こ
と
は
、
『
国
憲
草
案
始
末
』
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
最
初
の
草
案
に
「
明
治
九
年
十
月
十
四
（
日
脱
力
）
繕
唖
聾
読
原
本
」
と
い
う
識
語
の
あ
る
こ
と
で
確
か
め
ら
れ
る
。
現
在
学

界
に
知
ら
れ
て
い
る
国
憲
按
第
一
次
案
は
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
陸
奥
宗
光
文
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

稲
田
氏
の
『
明
治
憲
法
成
立
史
」
上
巻
二
九
二
頁
以
下
に
全
文
翻
刻
せ
ら
れ
て
お
り
、
前
掲
家
永
他
編
『
明
治
前
期
の
憲
法
構
想
』
も
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元老院国憲按の編纂過程（上）

こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
る
に
私
が
陸
奥
文
書
及
び
『
国
憲
草
案
始
末
』
所
載
の
草
案
と
こ
れ
ら
翻
刻
と
を
比
較
対
照
し
た
と
こ

ろ
、
翻
刻
に
僅
か
で
は
あ
る
が
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
に
以
下
に
全
文
掲
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
な
お

先
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
第
一
次
案
の
題
名
は
当
初
「
日
本
帝
国
国
憲
按
」
で
あ
り
、
「
帝
国
」
の
二
字
が
ミ
セ
ケ
チ
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
附
記
し
て
お
く
。

　
　
日
本
国
憲
按

　
　
　
　
　
第
一
篇

　
　
　
　
　
第
一
章
　
皇
帝

第
一
条

第
二
条

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
六
条

日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
皇
統
ヲ
以
テ
之
ヲ
治
ム

皇
帝
ノ
身
体
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
三
二
ラ
ザ
ル
者
ト
シ
玉
壷
レ
ノ
責
ニ
モ
任
ス
ル
「
ナ
カ
ル
可
シ

皇
帝
ハ
行
政
ノ
権
ヲ
統
フ

皇
帝
ハ
諸
官
吏
ヲ
命
シ
及
之
ヲ
免
ス

皇
帝
ハ
法
律
ヲ
確
定
シ
及
之
ヲ
布
告
ス

皇
帝
ハ
陸
海
軍
ノ
大
元
帥
ニ
シ
テ
便
宜
之
ヲ
派
遣
ス
ル
「
ヲ
得
但
シ
武
官
ノ
馴
二
品
退
老
ハ
法
律
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
例

　
規
二
従
ツ
テ
皇
帝
之
ヲ
決
ス

第
七
条
皇
帝
急
戦
ヲ
宣
シ
和
ヲ
講
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス
然
レ
臣
国
財
ヲ
費
シ
国
境
ヲ
変
ス
ル
が
如
キ
条
約
ハ
元
老
院
ノ
承
認
ヲ
得

　
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
其
力
ヲ
有
セ
ス

第
八
条
　
皇
帝
ハ
罪
犯
ヲ
赦
免
シ
及
ヒ
減
軽
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス
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第
九
条
　
皇
帝
ハ
貨
幣
ヲ
造
ル
「
ヲ
命
ス

第
十
条
　
皇
帝
ハ
元
老
院
及
ヒ
其
他
ノ
議
会
融
坊
雛
会
ヲ
徴
集
シ
又
三
思
集
会
ヲ
延
ハ
シ
及
ヒ
其
閉
会
ヲ
命
ス

第
十
一
条
　
皇
帝
ハ
位
記
爵
称
及
賞
牌
ヲ
賜
與
ス

　
　
　
　
第
二
章
　
帝
位
継
承

第
一
条
　
現
今
統
御
ス
ル
皇
帝
ノ
子
孫
タ
ル
可
キ
者
ヲ
以
テ
帝
位
継
承
ノ
正
統
ノ
窟
ト
シ
テ
帝
位
ヲ
世
伝
ス

第
二
条
　
継
承
ノ
順
序
ハ
嫡
長
入
嗣
ノ
正
序
二
黒
フ
可
シ
尊
系
ハ
卑
系
二
先
チ
同
系
寸
寸
テ
ハ
親
潮
躁
口
先
チ
同
族
二
於
テ
ハ
男

　
ハ
女
二
先
チ
同
類
二
於
テ
ハ
長
ハ
少
二
先
ツ

第
三
条
　
前
条
二
品
メ
タ
ル
次
序
二
依
リ
帝
位
ヲ
継
承
ス
可
キ
ノ
皇
統
在
ラ
ザ
ル
曇
日
皇
一
再
族
ノ
中
親
疎
ノ
次
序
二
葉
リ
帝
位

　
ヲ
継
承
ス
可
シ

第
四
条

第
五
条

第
六
条

第第第第
四三ニー
条条条条

女
主
入
テ
嗣
ク
博
ハ
其
夫
ハ
決
シ
テ
帝
国
ノ
政
治
二
千
與
ス
ル
コ
無
カ
ル
可
シ

特
別
ノ
場
合
二
際
シ
帝
位
継
承
ノ
次
序
ヲ
変
異
ス
ル
「
ヲ
必
要
ト
ス
ル
「
ア
ル
深
陥
元
老
院
ノ
承
認
ヲ
得
ヘ
シ

即
位
ノ
礼
ヲ
行
フ
見
方
ツ
テ
ハ
元
老
院
集
会
ノ
前
二
型
テ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
第
三
章
　
皇
帝
未
成
年
及
其
摂
政

皇
帝
ハ
満
十
八
歳
ヲ
以
テ
成
年
ト
ス

皇
帝
未
成
年
タ
ル
ノ
間
ハ
継
承
ノ
次
序
二
依
リ
皇
族
ノ
中
黒
親
ニ
シ
テ
満
二
十
歳
以
上
ノ
者
摂
政
ノ
不
二
任
ス
可
シ

男
統
ノ
皇
族
在
ラ
ザ
ル
汗
ハ
母
后
摂
政
ノ
職
二
任
ス
可
シ

・
壁
土
亭
掲
載
ス
ル
所
ノ
摂
政
職
工
’
関
久
ル
雪
月
ハ
成
年
ナ
ル
皇
帝
ノ
政
ヲ
親
ラ
ス
ル
「
雪
叩
ザ
ル
状
ア
ル
時
ニ
モ
亦
準

162



元老院国憲按の編纂過程（上）

拠
ス
可
キ
者
ト
ス
此
時
二
於
テ
若
シ
満
十
八
歳
ノ
太
子
ア
ル
博
紙
墨
太
子
摂
政
ノ
職
制
任
ス
可
シ

第
五
条

第
六
条

第第

条条
摂
政
ハ
元
老
院
集
会
ノ
前
月
於
テ
未
成
年
ノ
皇
帝
二
忠
誠
ヲ
蜴
シ
且
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ
可
シ

摂
政
在
職
ノ
間
ハ
国
憲
ノ
中
一
ノ
改
正
ヲ
行
フ
「
ヲ
得
ス

　
第
四
章
　
帝
室
経
費

皇
帝
ノ
所
有
二
属
ス
ル
不
動
産
ハ
一
般
ノ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
管
理
ス

皇
帝
ノ
在
位
間
二
得
タ
ル
不
動
産
ハ
之
ヲ
贈
遺
ス
ル
「
自
由
ナ
リ
ト
ス
若
シ
其
在
位
中
贈
遺
ヲ
ナ
サ
“
ル
博
ハ
之
ヲ
以

　
テ
帝
領
世
伝
ノ
者
ト
ス

第
三
条
　
皇
帝
及
皇
族
ノ
歳
入
ハ
毎
即
位
ノ
時
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
四
条
　
皇
属
及
離
宮
ノ
建
築
及
修
繕
ハ
国
庫
ヨ
リ
其
費
用
ヲ
供
ス
可
シ

第
五
条
　
皇
后
寡
暮
シ
及
ヒ
太
子
ノ
満
十
八
歳
二
野
ル
唐
天
国
庫
ヨ
リ
歳
入
ヲ
受
ク
太
子
妃
ヲ
納
ル
・
博
紅
血
数
ヲ
倍
ス
但
シ
歳

　
入
ノ
数
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

　
　
　
第
二
篇

　
　
　
　
　
帝
国

第
一
条
　
凡
ソ
我
帝
国
ノ
土
地
現
今
区
域
ノ
内
二
在
ル
者
日
本
帝
国
ヲ
成
ス

第
二
条
　
帝
国
州
邑
ノ
彊
界
ハ
法
律
二
由
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
変
易
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
三
条
　
藩
属
地
ノ
政
治
及
事
務
ハ
別
段
ノ
法
律
ヲ
用
ユ

　
　
　
第
三
篇
，
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国
民
及
其
権
利
義
務

第
一
条
凡
ソ
我
力
日
本
帝
国
ノ
人
民
タ
ル
者
ハ
皆
日
本
国
民
ノ
権
利
ヲ
有
ス

　
E
本
国
民
ノ
権
利
ハ
如
何
シ
テ
之
ヲ
得
或
ハ
之
ヲ
失
フ
カ
バ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
二
条
　
凡
ソ
已
本
国
民
タ
ル
者
ハ
法
律
二
於
テ
平
等
ト
ス

第
三
条
　
内
外
人
ヲ
論
セ
ス
凡
ソ
帝
国
内
二
在
ル
人
民
ハ
其
身
体
色
財
産
ノ
保
護
ヲ
受
ク
但
シ
外
国
人
ノ
為
二
定
ム
ル
特
条
目
此

　
例
ニ
ア
ラ
ス

第
四
条
　
凡
ソ
国
民
ハ
法
律
二
足
メ
タ
ル
特
条
ノ
外
均
ク
公
権
私
権
ヲ
享
有
シ
又
タ
文
武
ノ
官
職
二
任
ス
ル
「
ヲ
得

第
五
条
　
凡
ソ
国
民
ハ
国
費
ヲ
支
ユ
ル
為
メ
応
当
ノ
貢
入
二
参
加
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス

第
六
条
　
兵
役
ハ
几
ソ
日
本
国
民
ノ
義
務
タ
リ
徴
募
ノ
方
法
ト
服
役
ノ
期
限
ト
ハ
別
段
ノ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
七
条
　
人
身
ノ
自
由
円
侵
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ト
ス
○
法
律
二
定
メ
タ
ル
場
合
二
当
リ
及
ヒ
法
律
二
掲
ケ
タ
ル
規
程
二
循
フ
ニ
非

　
ザ
レ
ハ
之
ヲ
拘
引
掌
捕
若
ク
ハ
囚
禁
ス
ル
「
．
ヲ
得
ス

第
八
条
　
遷
徒
ノ
自
由
ハ
兵
役
ノ
故
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
外
ハ
之
ヲ
制
限
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
九
条
　
住
居
一
穂
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ト
ス
○
法
律
二
定
メ
タ
ル
場
合
二
当
リ
及
ヒ
法
律
二
掲
ケ
タ
ル
規
程
二
由
ル
ニ
非
ザ
レ
ハ

　
住
居
二
進
入
シ
及
ヒ
之
ヲ
検
探
ス
ル
コ
ヲ
得
ス

第
十
条
　
変
異
ノ
場
合
二
当
リ
国
安
ヲ
保
ツ
カ
為
メ
ノ
故
ヲ
以
テ
帝
国
ノ
全
部
若
ク
ハ
局
部
二
於
テ
前
二
条
ノ
憲
法
ヲ
停
止
ス
ル

　
コ
ヲ
必
要
ト
ス
ル
旨
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
歩
ナ
条
・
財
産
ハ
侵
ス
至
言
ラ
ザ
ル
者
十
ス
○
公
益
ノ
階
下
由
η
及
法
律
二
定
メ
タ
ル
場
合
二
当
リ
及
ヒ
法
律
上
掲
ケ
タ
ル
規
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程
二
由
リ
而
シ
テ
預
メ
応
当
ノ
賠
償
ヲ
ナ
ス
ニ
非
ザ
レ
ハ
何
人
モ
其
私
有
ヲ
槻
ハ
ル
・
「
ナ
カ
ル
可
シ

第
十
二
条
　
信
書
ノ
秘
密
ハ
侵
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ト
ス
○
凡
ソ
信
書
ヲ
勾
収
ス
ル
ハ
法
律
画
定
メ
タ
ル
場
合
二
当
リ
及
ヒ
法
律
二

　
掲
ケ
タ
ル
規
程
二
由
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
行
フ
『
ヲ
得
ス

第
十
三
条
　
日
本
国
民
ハ
豫
メ
監
査
ヲ
受
ク
ル
「
ナ
ク
出
版
二
由
テ
其
意
思
若
ク
ハ
論
説
ヲ
公
ケ
ニ
ス
ル
「
ヲ
得
但
シ
法
律
二
対

　
シ
テ
其
責
二
任
ス
可
シ

第
十
四
条
　
日
本
国
民
ハ
各
自
二
信
仰
ス
ル
所
ノ
宗
旨
ヲ
奉
ス
ル
コ
自
由
ナ
リ
ト
ス
然
レ
臣
民
事
政
事
二
妨
害
ヲ
ナ
ス
ハ
之
ヲ
禁

　
ス

第
十
五
条
　
日
本
国
民
ハ
兵
器
ナ
ク
平
穏
二
集
会
ス
ル
ノ
権
又
タ
会
社
ヲ
結
フ
ノ
権
ヲ
有
ス
但
シ
此
権
ノ
受
用
ハ
別
段
ノ
法
律
之

　
ヲ
定
ム

第
十
六
条
　
日
本
国
民
ハ
各
自
二
上
言
ノ
権
ヲ
有
ス
然
レ
臣
連
衆
一
名
ニ
テ
上
言
ス
ル
「
ヲ
得
ス
但
シ
官
ニ
テ
認
メ
タ
ル
会
社
二

　
限
り
連
衆
一
名
ニ
テ
上
言
ス
ル
「
ヲ
許
ス
此
場
合
二
於
テ
ハ
其
会
社
ノ
事
件
面
付
テ
ノ
ミ
上
言
ス
ル
「
ヲ
得

第
十
七
条
　
凡
ソ
日
本
国
民
ハ
皇
帝
ノ
許
可
ヲ
得
ル
血
管
レ
ハ
外
国
ノ
賞
牌
尊
称
及
養
老
銀
ヲ
受
ク
ル
コ
ヲ
得
ス

　
　
　
第
四
篇

　
　
　
　
第
一
章
立
法
権

第
一
条
　
立
法
ノ
権
ハ
皇
帝
ト
帝
国
議
会
ト
山
分
ツ
故
二
皇
帝
ハ
議
案
ヲ
下
附
シ
議
会
制
其
議
案
ヲ
上
奏
ス
ル
コ
ヲ
得

第
二
条
帝
国
議
会
パ
元
老
院
及
ヒ
其
他
ノ
議
会
ヨ
リ
成
ル

第
三
条
　
法
律
ヲ
申
明
シ
テ
一
般
ノ
定
例
ト
ナ
ス
ハ
立
法
権
内
二
属
ス

165



篁　　　　　第

案一　一一条
第
二
章
　
元
老
院
及
ヒ
其
権
利

元
老
院
議
官
ハ
定
員
ナ
シ
皇
帝
ハ
左
二
開
載
ス
ル
各
人
ノ
内
ヨ
リ
特
選
シ
テ
議
官
ト
ス

華
族

勅
任
官
二
昇
リ
シ
者

国
二
功
労
ア
リ
シ
者

政
治
法
律
ノ
学
識
ヲ
有
ス
ル
者

皇
族
ハ
元
老
院
議
官
タ
ル
ノ
権
ヲ
有
ス
議
長
ノ
下
議
官
ノ
上
二
坐
ス
可
シ
満
十
八
歳
ニ
シ
テ
嚢
中
二
参
入
シ
満
二
十
歳
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ニ
シ
テ
公
議
ノ
権
ヲ
有
ス

第
三
条

第
四
条

　
　
一

　
　
一

　
　
一

第
五
条

　
ス

第
六
条

元
老
院
ノ
議
長
及
副
議
長
ハ
皇
帝
之
ヲ
選
フ

元
老
院
ハ
立
法
ノ
権
ヲ
受
用
ス
ル
ノ
外
左
ノ
諸
事
ヲ
掌
ル

諸
大
臣
ノ
罪
ヲ
論
告
ス
ル
「

国
憲
二
戸
ケ
タ
ル
場
合
二
於
テ
外
国
条
約
及
帝
位
継
承
ノ
次
序
ヲ
変
易
ス
ル
ノ
承
認
ヲ
ナ
シ
及
ヒ
皇
帝
即
位
ノ
時
又
ハ

摂
政
在
職
ノ
初
二
方
ツ
テ
其
宣
誓
ヲ
聴
ク
「

立
法
二
関
ス
ル
上
言
書
ヲ
受
ク
ル
コ

元
老
院
ハ
諸
大
臣
ノ
出
頭
ヲ
求
ム
ル
．
「
ヲ
得
用
タ
諸
大
臣
出
頭
シ
テ
意
見
ヲ
陳
フ
ル
「
ヲ
得
但
シ
決
議
ノ
数
二
型
バ
ラ

議
宕
ハ
遺
津
数
列
席
　
ス
ル
諏
非
サ
レ
ハ
会
議
ヲ
開
ク
コ
ヲ
得
ス
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第
七
条
　
元
老
院
ハ
過
半
数
ヲ
以
テ
可
否
ヲ
決
定
ス

第
八
条
　
元
老
院
ノ
会
議
ハ
公
行
ト
ス
然
レ
臣
議
長
若
ク
ハ
議
官
五
人
ノ
求
メ
ニ
依
リ
密
会
ヲ
行
フ
「
ヲ
得

第
九
条
　
議
官
ハ
其
職
ヲ
行
フ
ニ
付
キ
発
言
シ
タ
ル
意
見
ノ
為
メ
審
糾
セ
ラ
ル
・
コ
ナ
シ
但
シ
院
中
ノ
条
例
二
循
フ
ハ
此
例
ニ
ア

　
ラ
ス

第
十
条
　
議
官
ハ
現
行
犯
ヲ
除
ク
ノ
外
元
老
院
ノ
許
可
ヲ
得
ス
シ
テ
拘
引
面
壁
セ
ラ
ル
・
「
ナ
シ

第
十
一
条
　
皇
帝
崩
シ
又
ハ
其
位
ヲ
辞
ス
ル
ニ
当
リ
会
マ
元
老
院
ノ
開
会
セ
ザ
ル
キ
ハ
宝
田
召
集
ノ
命
ナ
ク
ト
モ
直
チ
ニ
自
ラ
集

　
会
ス
可
シ

第
十
二
条
　
凡
ソ
議
官
タ
ル
者
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
　
　
第
五
篇

　
　
　
　
　
行
政
権

第
一
条
皇
帝
ハ
諸
大
臣
ヲ
任
シ
及
ヒ
之
ヲ
免
ス

第
二
条
　
諸
大
臣
ハ
職
務
二
五
テ
ノ
責
旧
任
ス
法
律
及
ヒ
一
切
ノ
文
書
ハ
大
臣
一
人
ノ
署
名
ア
ラ
ザ
レ
ハ
其
力
ヲ
有
セ
ス

第
三
条
　
凡
ソ
諸
大
臣
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
　
　
第
六
篇

　
　
　
　
　
司
法
権

第
一
条
　
司
法
権
ハ
上
下
等
裁
判
所
田
翁
リ
皇
帝
ノ
名
ヲ
以
テ
之
ヲ
施
行
ス
上
下
等
裁
判
所
ハ
法
律
ヲ
除
ク
ノ
外
官
ノ
権
威
二
従

　
フ
「
ナ
シ
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第
二
条
　
凡
ソ
裁
判
ハ
皇
帝
ヨ
リ
任
シ
タ
ル
裁
判
官
二
由
リ
皇
帝
ノ
名
ヲ
以
テ
宣
告
ス

第
三
条
　
皇
帝
ノ
任
シ
タ
ル
裁
判
官
ノ
三
年
間
在
職
シ
タ
ル
者
ハ
審
判
ノ
故
本
人
ノ
願
及
老
退
ノ
故
二
非
ス
シ
テ
免
馳
セ
ラ
ル
・

　
「
ナ
シ

第
四
条
　
上
下
等
裁
判
所
ノ
降
着
権
摺
粉
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
○
法
律
二
定
メ
タ
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
裁
判
ヲ
行
フ
カ
為
メ
特

　
別
ノ
裁
判
所
ヲ
設
ク
ル
「
ヲ
得
ス

第
五
条

第
六
条

第
七
条

第
八
条

第
九
条

陸
海
軍
裁
判
所
ノ
権
任
ハ
別
段
ノ
法
律
ヲ
用
ユ

日
本
帝
国
二
一
ノ
大
審
院
ヲ
置
ク

大
審
院
ハ
法
律
二
掲
ケ
タ
ル
職
務
ノ
外
元
老
院
ノ
論
告
シ
タ
ル
諸
大
臣
及
元
老
院
議
官
ノ
罪
ヲ
審
判
ス

大
審
院
及
裁
判
所
ノ
検
事
ハ
皇
帝
之
ヲ
任
シ
及
ヒ
之
ヲ
免
ス

民
事
刑
事
ノ
別
ナ
ク
裁
判
所
ノ
裁
判
ハ
公
行
ト
ス
然
レ
臣
国
安
及
ヒ
風
儀
二
関
ス
ル
ニ
由
リ
特
例
ヲ
設
ク
ル
者
ハ
公
行
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ヲ
停
ム
ル
「
ヲ
得

第
十
条
　
凡
ソ
裁
判
ハ
必
ス
理
由
ヲ
付
ス

第
十
一
条
　
凡
ソ
司
法
ノ
官
吏
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
　
　
第
七
篇

　
　
　
　
　
会
計
．

第
一
条
政
府
ハ
毎
年
翌
年
ノ
国
費
概
算
表
及
ヒ
国
費
ヲ
支
ユ
可
キ
意
見
書
ヲ
元
老
院
二
送
致
シ
且
租
税
ノ
徴
収
及
ヒ
其
費
用
ヲ

　
ナ
セ
シ
報
告
書
ヲ
送
致
シ
テ
以
テ
其
検
査
ト
承
認
ト
ヲ
得
可
シ



元老院国憲按の編纂過程（上）

　
　
第
二
条
　
法
律
ノ
承
認
ヲ
得
ザ
ル
租
税
ハ
之
ヲ
賦
課
ス
ル
「
ヲ
得
ス

　
　
第
三
条
　
凡
ソ
租
税
二
係
リ
筍
モ
特
准
ヲ
與
フ
ル
コ
ヲ
得
ス

　
　
第
四
条
　
国
債
ハ
法
律
ノ
承
認
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
ナ
ス
「
ヲ
得
ス
○
政
府
ヨ
リ
其
債
主
二
対
ス
ル
ノ
義
務
ハ
侵
ス
可
カ
ラ

　
　
　
ザ
ル
者
ト
ス

　
　
第
五
条
　
貨
幣
ノ
斤
量
品
性
及
価
直
ハ
法
律
之
ヲ
定
ム

　
　
　
　
第
八
篇

　
　
　
　
　
　
国
憲
修
正

　
　
第
一
条
　
立
法
権
ハ
国
憲
中
某
条
ノ
脩
正
ヲ
要
ス
ル
「
ヲ
宣
告
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス

　
　
第
二
条
　
国
憲
ノ
脩
正
ヲ
議
ス
ル
爪
上
ツ
テ
ハ
元
老
院
議
官
少
ク
ト
モ
三
分
ノ
ニ
列
席
セ
ザ
ル
牌
ハ
其
事
ヲ
議
ス
ル
「
ヲ
得
ス
而

　
　
　
シ
テ
少
ク
ト
モ
之
ヲ
可
ト
ス
ル
者
三
分
ノ
ニ
ニ
盈
タ
ザ
レ
ハ
変
改
ヲ
ナ
ス
「
ヲ
得
ス

　
　
　
　
附
録

　
　
第
一
条
　
此
ノ
国
憲
施
行
ノ
日
ヨ
リ
始
メ
此
ノ
国
憲
二
抵
触
ス
ル
法
律
ハ
之
ヲ
廃
ス

　
　
第
二
条
　
此
ノ
国
憲
二
掲
ケ
タ
ル
皇
帝
及
ヒ
諸
大
臣
議
官
及
司
法
官
吏
ノ
誓
ヲ
宣
フ
ル
「
此
此
ノ
国
憲
施
行
ノ
日
ヨ
リ
直
二
之
ヲ

　
　
　
行
フ
可
シ

こ
の
日
本
国
蚕
篭
と
同
じ
頃
に
出
来
た
「
日
本
国
憲
按
準
拠
書
目
」
に
つ
い
て
、
稲
田
氏
は
や
は
り
陸
奥
文
書
中
の
も
の
を
挙
げ
て
お

ら
れ
る
の
で
、
憲
政
資
料
室
で
陸
奥
文
書
を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
は
国
憲
按
第
一
次
案
の
条
文
の
後
に
準
拠
し
た
西
洋
諸
国
憲

法
の
条
文
番
号
が
記
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
「
日
本
国
工
事
』
（
旧
日
比
谷
図
書
館
蔵
）
に
は
条
文
番
号
の
み
な
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ら
ず
、
条
文
そ
の
も
の
も
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
今
参
考
ま
で
に
国
憲
按
第
一
条
を
掲
げ
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
（
但
し
理
由
は

不
明
で
あ
る
が
、
第
一
篇
第
二
章
自
書
一
条
至
第
六
条
の
箇
所
が
存
在
し
な
い
）
。
国
憲
按
条
文
は
墨
書
、
そ
の
後
の
外
国
憲
法
の
条
文

は
朱
書
で
あ
る
。

　
　
第
一
条
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
皇
統
ヲ
以
テ
之
ヲ
治
ム

　
　
　
　
○

　
　
○
瑞
典
　
　
第
一
款

　
　
　
瑞
典
ハ
王
治
世
襲
ノ
国
タ
ル
ヘ
シ
其
継
統
ノ
順
序
ハ
王
位
相
続
ノ
法
律
二
従
フ
可
シ

　
　
○
レ
竜
仏
　
第
五
十
七
条

　
　
　
国
王
ノ
権
ハ
ー
ニ
シ
テ
分
ツ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
ニ
シ
テ
女
子
及
女
子
ノ
子
孫
ヲ
除
ク
ノ
外
年
長
ノ
順
序
ヲ
以
テ
伝
へ
託
ス
ル
者
ナ

　
　
○
伊
太
利
　
第
二
条

　
　
　
国
ハ
立
憲
政
体
二
依
テ
統
治
ス
王
位
ハ
「
サ
リ
ー
ク
」
倣
好
難
壁
准
潔
ノ
法
ヲ
以
テ
二
二
世
襲
ト
ス

　
　
○
丁
抹
　
　
第
一
条

　
　
　
国
ハ
立
憲
政
体
ダ
リ
王
位
ハ
世
襲
ト
シ
嗣
位
ノ
順
序
ハ
一
千
八
百
五
十
三
年
七
月
三
十
一
日
二
制
定
シ
タ
ル
法
律
ノ
第
一
条
及

　
　
　
ヒ
第
二
三
二
拠
ル

　
　
○
英
史
附
録
　
　
第
一
丁
目
ヲ
モ
テ

　
　
英
ノ
王
統
ハ
男
女
ヲ
択
マ
ス
シ
テ
必
ラ
ス
血
管
ノ
最
モ
近
キ
者
ヲ
以
テ
嗣
ト
定
ム
然
レ
臣
其
ノ
正
統
ヲ
距
ル
コ
ト
相
斉
シ
ケ
レ
ハ
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男
ヲ
先
ニ
シ
女
ヲ
後
ニ
ス
憂
目
先
王
ノ
子
二
長
女
及
ヒ
次
男
ア
レ
ハ
男
ヲ
先
ニ
シ
而
シ
テ
後
チ
順
ヲ
以
テ
女
子
二
推
シ
及
ボ
ス
其

　
　
継
承
壷
皿
厳
ニ
シ
テ
決
シ
テ
次
ヲ
蹟
エ
ス
ウ
ヰ
ル
レ
ム
第
一
世
ヨ
リ
今
千
八
百
七
十
三
年
二
至
ル
マ
テ
三
十
五
王
八
百
十
四
年
其

　
　
女
子
ノ
統
ノ
入
テ
立
ツ
毎
二
名
ク
故
二
朝
名
ヲ
革
ム
ル
コ
ト
五
回
ナ
レ
臣
其
実
ハ
一
系
ナ
リ

陸
奥
文
書
中
の
準
拠
書
目
に
も
右
外
国
憲
法
の
条
文
番
号
は
列
挙
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
訳
か
、
最
後
の
「
英
史
附
録
」

は
言
及
さ
江
て
い
な
い
。
ま
た
、
憲
政
資
料
室
所
蔵
の
「
日
本
国
憲
按
（
日
比
谷
図
書
話
本
）
」
（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
目
録
五
三
八
⊥
五
）

は
現
都
立
中
央
図
書
館
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
忠
実
に
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
外
国
憲
法
の
条
文
番
号
の
み
を
記
し
、
文
章

は
省
略
し
て
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
都
立
中
央
図
書
国
本
「
日
本
国
憲
按
」
は
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
て
、
明
治
九
年
当
時
の

国
憲
按
起
草
の
様
子
を
窺
う
好
史
料
で
あ
る
。

五
　
国
憲
按
の
編
纂
過
程
　
そ
の
（
三
）

元老院国憲按の編纂過程（上）

　
従
来
の
研
究
で
は
、
国
憲
按
第
一
次
案
が
起
草
さ
れ
た
翌
明
治
十
年
に
ど
の
よ
う
な
作
業
が
行
な
わ
れ
た
の
か
酒

た
が
、
『
国
憲
履
歴
大
略
』
に
は
こ
の
年
度
の
も
の
と
し
て
第
十
一
番
目
に

　
　
　
明
治
十
年

　
　
日
本
国
憲
按
引
書
成
ル

第
十
二
番
目
に

　
　
　
明
治
十
年
十
二
月
三
日

全
く
不
明
で
あ
っ
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日
本
国
憲
按
校

そ
し
て
第
十
三
番
目
に

　
　
　
同
年
同
月

　
　
日
本
国
憲
案
現
行
例

172

小
田
切
盛
徳
調
査

と
、
三
つ
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

　
最
初
の
「
日
本
国
憲
按
引
書
」
は
お
そ
ら
く
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
『
国
憲
取
調
書
類

始
末
』
と
同
じ
く
金
子
堅
太
郎
旧
蔵
本
を
臨
時
帝
室
編
修
局
が
謄
写
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

　
　
台
本
出
処

　
　
採
集
人
名

　
　
採
集
年
月

　
　
校
　
　
正

　
　
謄
写
人
名

と
あ
り
、
扉
に

子
爵
金
子
堅
太
郎

藤
波
副
総
裁

大
正
十
一
年
七
月

前
田
政
徳

青
木
十
郎

第
四
』
で
あ
ろ
う
。

本
書
見
返
し
に

こ
れ
も
『
国
憲
草
案

日
本
国
憲
案
引
書

元
老
院
国
憲
取
調
委
員



元老院国憲按の編纂過程（上）

　
　
　
　
　
国
憲
取
調
書
類
　
　
第
四
冊

と
書
か
れ
、
臨
時
帝
室
編
修
局
蔵
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
日
本
国
憲
案
引
書
は
先
ず

　
　
西
班
牙
王
国
建
国
法
粁
凧
醐
朋
什
描
粋
駈
朋
柑
正
聞
舩
飾
乃

　
　
　
　
　
第
五
篇
　
国
会
ノ
会
期
及
職
掌

　
　
第
二
十
六
条
　
国
会
ハ
毎
歳
集
合
ス
其
之
ヲ
召
集
シ
延
期
シ
及
ヒ
会
期
ヲ
中
寝
シ
或
ハ
代
議
士
院
ヲ
散
解
ス
ル
等
ノ
権
ハ
国
王
二

　
　
属
ス
魏
舗
第

　
　
　
　
　
第
六
篇
　
国
王

　
　
第
四
十
二
条
　
国
王
ノ
身
体
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
又
責
任
ト
ス
ル
処
ナ
シ

　
　
　
執
政
ハ
責
任
ア
リ

　
　
第
四
十
三
条
　
法
律
ヲ
執
行
セ
シ
ム
ル
ノ
権
ハ
国
王
乱
落
ス
凡
ソ
建
国
法
及
ヒ
法
律
二
野
準
シ
テ
内
国
ノ
康
寧
ヲ
保
シ
外
国
ト
平

　
　
　
和
ヲ
存
ス
ル
等
二
係
ル
「
ハ
皆
其
権
内
二
在
，
リ

　
　
第
四
十
四
条
　
国
王
ハ
法
律
ヲ
制
可
シ
及
ヒ
之
ヲ
公
布
ス

　
　
第
四
十
五
条
　
国
王
ハ
其
建
国
法
面
依
テ
認
許
セ
ラ
ル
・
所
ノ
特
権
ノ
外
乱
ホ
左
二
掲
ク
ル
権
ヲ
執
行
ス

　
　
　
　
第
三
　
法
律
二
依
照
シ
罪
人
ヲ
赦
宥
ス
ル
事

　
　
　
　
第
四
戦
ヲ
宣
シ
和
ヲ
講
ス
ル
事
但
シ
之
ヲ
為
ス
ノ
後
其
必
要
ナ
ル
説
明
及
ヒ
外
信
ヲ
国
会
二
告
示
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ク
ユ
マ
ン

　
　
　
　
第
七
　
貨
幣
ノ
鋳
造
ヲ
指
揮
シ
自
己
ノ
肖
像
及
ヒ
名
ヲ
模
写
セ
シ
ム
ル
事
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第
四
十
八
条
　
国
王
及
ヒ
王
族
ノ
官
費
ハ
各
王
臨
御
ノ
始
メ
国
会
二
於
テ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ

　
　
　
第
七
篇
　
王
位
ノ
承
継

第
五
十
条
　
西
班
牙
国
ノ
王
位
承
継
ハ
著
長
入
嗣
ノ
正
序
二
循
フ
ヘ
シ
乃
チ
正
系
卑
系
二
先
タ
チ
同
系
二
於
テ
ハ
近
族
錬
族
二
野
タ

　
チ
同
族
二
於
テ
ハ
男
女
二
先
タ
チ
同
類
二
於
テ
ハ
長
少
二
先
タ
ツ

第
五
十
一
条
　
　
「
ブ
ル
ボ
ン
」
家
ノ
公
主
「
イ
ザ
ベ
ル
」
第
二
世
ノ
正
統
喬
ノ
系
絶
ユ
ル
時
ハ
「
イ
ザ
ベ
ル
」
ノ
妹
及
ヒ
「
イ
ザ
ベ

　
ル
」
ノ
父
ノ
伯
叔
父
母
、
兄
弟
姉
妹
再
調
其
後
乱
丁
シ
テ
王
位
継
承
ノ
権
ヲ
剥
カ
レ
サ
ル
者
男
女
ヲ
黒
目
ス
朔
駄
殉
〃
鞍
征
唯
前
条
二
定

　
メ
タ
ル
順
序
二
依
リ
王
位
ヲ
入
嗣
セ
シ
ム
ヘ
シ

第
五
十
四
条
　
女
王
王
位
二
在
ル
時
其
夫
ハ
決
シ
テ
王
国
ノ
政
治
二
與
カ
ラ
ス

　
　
　
第
八
編
　
国
王
ノ
未
成
年
ノ
事
及
ヒ
摂
政
官

第
五
十
五
条
　
国
王
ハ
満
十
四
歳
二
至
ル
マ
テ
未
成
年
ト
ナ
ス

第
五
十
六
条
　
国
王
未
成
年
ナ
レ
ハ
王
ノ
潮
脚
ク
ハ
母
摂
政
ノ
職
二
任
ス
父
母
共
議
訣
ク
ル
時
ハ
建
国
法
二
半
メ
タ
ル
王
位
承
継
ノ

　
次
第
二
循
ヒ
王
ノ
最
親
ノ
者
之
二
任
ス
而
シ
テ
摂
政
ハ
国
王
未
成
年
ノ
間
ハ
常
二
斜
里
ヲ
執
行
ス
ベ
シ

第
五
十
七
条
　
王
ノ
最
親
ノ
者
摂
政
職
ヲ
行
フ
ニ
八
七
二
十
年
ノ
西
班
牙
人
ニ
シ
テ
王
位
承
継
ノ
権
ヲ
剥
カ
レ
サ
ル
者
ヲ
要
ス

第
五
十
八
条
　
摂
政
ハ
国
会
ノ
前
二
曲
テ
未
成
年
ノ
国
王
二
忠
誠
ヲ
効
シ
及
ヒ
建
国
法
ト
法
律
ヲ
践
守
ス
ル
ノ
誓
詞
ヲ
宣
フ
ヘ
シ

　
　
　
国
会
未
タ
会
則
サ
ル
時
ハ
摂
政
即
時
二
之
ヲ
召
集
ス
可
シ
此
時
二
在
テ
ハ
先
ツ
仮
リ
ニ
執
政
議
会
ノ
前
二
瀬
テ
誓
詞
ヲ
宣
へ

　
　
　
傍
ホ
国
会
ノ
会
シ
タ
ル
時
直
チ
ニ
之
ヲ
申
ヌ
ル
コ
ヲ
約
ス
可
シ

第
六
十
条
　
国
王
政
ヲ
親
ラ
ス
ル
「
能
ハ
ス
シ
テ
国
会
二
心
テ
其
情
実
ヲ
認
メ
タ
ル
時
ハ
其
之
ヲ
能
ス
ル
ニ
至
ル
マ
テ
ノ
間
摂
政
職
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元老院国憲按の編纂過程（上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
ヲ
王
ノ
長
子
満
十
四
歳
二
六
レ
ル
豊
田
委
ス
ヘ
シ
若
シ
其
鉄
ク
ル
竜
脳
之
ヲ
王
ノ
財
宝
者
二
委
ス
ヘ
シ
亦
タ
其
手
ク
ル
時
ハ
之
ヲ

　
　
其
摂
政
官
二
任
セ
ラ
ル
可
キ
者
二
委
ス
ヘ
シ

と
い
う
ス
ペ
イ
ン
憲
法
の
条
文
が
引
用
さ
れ
、
続
い
て
普
魯
西
王
国
建
国
法
、
白
耳
時
建
国
法
、
仏
国
建
国
法
、
露
西
亜
国
、
仏
蘭
西

建
国
法
（
千
七
百
九
十
一
年
）
、
仏
国
建
国
法
（
千
八
百
三
十
年
）
、
瑞
瑞
聯
邦
建
国
法
（
千
八
百
四
十
八
年
九
月
十
二
日
公
布
V
、
葡
萄

牙
及
亜
利
牙
爾
威
王
国
建
国
法
、
仏
国
元
老
院
決
定
書
（
千
八
百
四
年
）
、
瑞
典
国
憲
（
千
八
百
六
十
六
年
改
定
）
、
北
亜
米
利
加
合
衆

国
憲
法
、
仏
子
工
法
律
書
憲
法
（
千
八
百
五
十
二
年
一
月
十
四
日
ノ
憲
法
ヲ
釈
明
シ
且
之
ヲ
更
改
ス
ル
千
八
百
五
十
二
年
十
二
月
五
日

ヨ
リ
三
十
一
日
二
至
ル
元
老
院
決
定
書
）
、
独
逸
国
憲
（
千
八
百
七
十
一
年
四
月
十
六
日
独
逸
帝
国
ノ
国
憲
）
、
丁
抹
国
憲
（
一
千
八
百

六
十
五
年
十
一
月
七
日
両
院
二
言
テ
決
定
シ
一
千
入
百
六
十
六
年
七
月
二
十
八
日
国
王
ノ
許
可
ヲ
金
蔵
ル
者
）
、
英
史
附
録
な
ど
か
ら
、

国
王
や
摂
政
に
関
す
る
条
文
が
右
の
ス
ペ
イ
ン
憲
法
と
同
様
の
形
で
、
い
わ
ば
洗
い
ざ
ら
い
抜
き
書
き
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
に

　
　
日
本
国
憲
按
引
書

　
　
　
第
二
篇

　
　
　
　
目
録

　
　
　
普
魯
西
建
国
法

　
　
　
臼
耳
時
建
国
法
・

　
　
　
荷
蘭
国
建
国
法

　
　
　
瑞
典
建
国
法
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伊
太
利
建
国
法

　
　
　
＃
建
国
法

　
　
　
西
班
牙
建
国
法

　
　
　
牧
仏
国
建
国
法

　
　
　
葡
萄
牙
建
国
法

と
あ
っ
て
、
以
下
こ
の
目
録
に
記
さ
れ
た
順
序
で
各
国
建
国
法
の
条
文
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
篇
が
終
わ
れ
ば
今
度

は
第
三
篇
の
目
録
及
び
各
国
の
建
国
法
の
条
文
と
い
う
よ
う
に
豪
き
、
国
憲
按
の
篇
数
ど
お
り
に
最
後
の
附
録
に
至
る
ま
で
、
各
国
建

国
法
の
目
録
と
条
文
が
列
挙
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
第
二
篇
か
ら
最
後
の
附
録
に
至
る
ま

で
、
各
国
建
国
法
の
条
文
の
上
欄
に
は
「
第
二
篇
第
一
条
」
と
か
「
第
二
篇
第
二
条
」
と
か
と
、
日
本
国
芸
当
の
条
文
番
号
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
恐
ら
く
、
前
節
で
紹
介
し
た
日
本
国
憲
按
準
拠
書
目
の
如
き
も
の
を
作
成
す
る
前
段
階
の
も
の
で
あ
ろ
う

が
、
詳
細
な
分
析
は
後
考
を
待
つ
こ
と
に
し
た
い
。

　
第
十
二
番
目
に
書
か
れ
て
い
る
明
治
十
年
十
二
月
三
日
の
「
日
本
国
憲
按
校
」
は
、
『
国
憲
草
案
始
末
』
の
②
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
も
「
明
治
十
年
十
二
月
三
日
校
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
こ
の
国
憲
按
は
、
明
治
九
年
の
第
一
次
案
の
規
定
の

う
ち
帝
位
継
承
の
規
定
を
多
少
変
更
し
、
女
主
の
規
定
を
削
除
し
、
皇
帝
所
有
の
不
動
産
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
ほ
か
、
い
く
つ

か
の
語
句
を
改
め
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
ぼ
第
一
次
案
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
参
考
の
た
め
に
以
下
に
全
文
を
翻
刻
し

て
お
こ
う
。

　
　
日
本
国
憲
按
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元老院国憲按の編纂過程（上）

　
　
　
第
一
篇

　
　
　
　
　
第
一
章
皇
帝

第
一
条
　
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
皇
統
ヲ
以
テ
之
ヲ
治
ム

第
二
条
　
皇
帝
ノ
身
体
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
可
カ
ラ
サ
ル
者
ト
シ
又
何
レ
ノ
責
ニ
モ
任
ス
ル
「
ナ
シ

第
三
条
　
皇
帝
ハ
行
政
ノ
権
ヲ
統
フ

第
四
条
　
皇
帝
ハ
諸
官
吏
ヲ
命
シ
及
ヒ
之
ヲ
免
ス

第
五
条
　
皇
帝
ハ
法
律
ヲ
確
定
シ
及
ヒ
之
ヲ
布
告
ス

第
六
条
　
皇
帝
ハ
陸
海
軍
ヲ
指
揮
シ
便
宜
之
ヲ
派
遣
ス
ル
「
ヲ
得
但
シ
武
官
ノ
瓢
言
及
ヒ
退
老
ハ
法
律
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
例
規
二

　
従
ツ
テ
皇
帝
之
ヲ
決
ス

第
七
条
　
皇
帝
ハ
戦
ヲ
宣
シ
和
ヲ
講
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス
然
レ
臣
国
財
ヲ
費
シ
国
境
ヲ
変
ス
ル
カ
如
キ
条
約
ハ
元
老
院
ノ
承
認
ヲ
得

　
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
其
力
ヲ
有
セ
ス

第
八
条
　
皇
帝
ハ
罪
犯
ヲ
赦
免
シ
及
ヒ
減
軽
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス

第
九
条
　
皇
帝
ハ
貨
幣
ヲ
造
ル
「
ヲ
命
ス

第
十
条
　
皇
帝
ハ
元
老
院
及
ヒ
其
他
ノ
議
会
ヲ
徴
集
シ
又
ハ
其
集
会
ヲ
延
ハ
シ
及
ヒ
其
閉
会
ヲ
命
ス

第
十
一
条
　
皇
帝
ハ
尊
称
及
ヒ
賞
牌
ヲ
賜
與
ス

　
　
　
　
第
二
章
帝
位
継
承

第
一
条
　
現
今
統
御
ス
ル
皇
帝
ノ
子
孫
タ
ル
可
キ
者
ヲ
以
テ
帝
位
継
承
ノ
正
統
ノ
喬
ト
シ
テ
帝
位
ヲ
世
伝
ス
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第
二
条
　
継
承
ノ
順
序
北
幸
長
及
ヒ
入
嗣
ノ
正
書
二
由
リ
テ
太
子
若
ク
ハ
其
男
統
ノ
糊
入
テ
嗣
ク
太
子
男
統
ノ
喬
訣
ル
時
ハ
太
子

　
ノ
兄
弟
若
ク
ハ
兄
弟
ノ
男
統
ノ
喬
二
伝
フ

第
三
条
　
前
条
二
藍
メ
タ
ル
次
序
二
依
リ
帝
位
ヲ
継
承
ス
可
キ
ノ
皇
統
在
ラ
サ
ル
博
ハ
親
王
諸
王
ノ
中
親
疎
ノ
次
序
二
依
リ
帝
位

　
ヲ
継
承
ス

第
四
条

第
五
条

第第第第
四三ニー
条条条条

特
別
ノ
場
合
二
際
シ
帝
位
継
承
ノ
次
序
ヲ
変
異
ス
ル
コ
ヲ
必
要
ト
ス
ル
「
ア
ル
腕
揃
元
老
院
ノ
承
認
ヲ
得
ヘ
シ

即
位
ノ
礼
ヲ
行
フ
ニ
方
ツ
テ
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
第
三
章
　
皇
帝
未
成
年
及
ヒ
其
摂
政

皇
帝
ハ
満
十
八
歳
ヲ
以
テ
成
年
ト
ス

皇
帝
未
成
年
タ
ル
ノ
間
ハ
皇
族
ノ
中
最
親
ニ
シ
テ
満
二
十
歳
以
上
ノ
者
摂
政
ノ
職
二
任
ス

男
統
ノ
皇
族
在
ラ
サ
ル
博
ハ
母
后
摂
政
ノ
職
二
任
ス

以
上
二
掲
載
ス
ル
所
ノ
摂
政
職
二
関
ス
ル
定
メ
ハ
成
年
ナ
ル
皇
帝
ノ
政
ヲ
親
ラ
ス
ル
「
能
ハ
サ
ル
状
ア
ル
時
ニ
モ
亦
準
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拠
ス
可
キ
者
ト
ス
此
時
二
於
テ
若
シ
満
十
八
歳
ノ
太
子
ア
ル
博
ハ
此
太
子
摂
政
ノ
職
二
任
ス

第
五
条
　
摂
政
ハ
未
成
年
ノ
皇
帝
二
忠
誠
ヲ
端
シ
且
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

第
六
条
　
摂
政
在
職
ノ
間
ハ
国
憲
ノ
中
一
ノ
改
正
ヲ
行
フ
「
ヲ
得
ス

　
　
　
　
　
第
四
章
　
帝
室
経
費

第
一
条
　
皇
帝
及
皇
族
ノ
歳
入
ハ
毎
即
位
ノ
時
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
二
条
◎
皇
居
及
ヒ
離
宮
ノ
建
築
及
修
繕
ハ
国
庫
ヨ
リ
其
費
用
ヲ
供
ス



元老院国憲按の編纂過程（上）

第
三
条
　
皇
后
寡
居
シ
及
ヒ
太
子
ノ
満
十
八
歳
二
至
ル
博
ハ
国
庫
ヨ
リ
歳
入
ヲ
受
ク
太
子
妃
ヲ
納
ル
・
博
ハ
其
数
ヲ
倍
ス
但
シ
歳

　
入
ノ
数
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

　
　
　
第
二
篇

　
　
　
　
　
帝
国

第
｝
条
　
凡
ソ
我
帝
国
ノ
土
地
現
今
区
域
ノ
内
二
三
ル
者
日
本
帝
国
ヲ
成
ス

第
二
条
　
帝
国
府
県
国
郡
ノ
彊
界
ハ
法
律
二
身
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
変
易
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
三
条
　
藩
属
地
ノ
政
治
及
ヒ
事
務
ハ
別
法
ヲ
用
フ
ル
マ
ヲ
得

　
　
　
第
三
篇

　
　
　
　
　
国
民
及
ヒ
其
権
利
義
務

第
一
条
　
凡
ソ
我
力
日
本
帝
国
ノ
人
民
タ
ル
者
ハ
皆
日
本
国
民
ノ
権
利
ヲ
有
ス

　
日
本
国
民
ノ
権
利
ハ
如
何
シ
テ
之
ヲ
得
或
ハ
之
ヲ
失
フ
カ
バ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
二
条
　
凡
ソ
日
本
国
民
タ
ル
者
ハ
法
律
二
於
テ
平
等
ト
ス

第
三
条
　
内
外
人
ヲ
論
セ
ス
凡
ソ
帝
国
内
心
嚢
ル
人
民
ハ
其
身
体
及
ヒ
財
産
ノ
保
護
ヲ
受
ク
但
シ
外
国
人
ノ
為
二
定
ム
ル
袖
乞
ハ

　
此
例
ニ
ア
ラ
ス

第
四
条
　
凡
ソ
国
民
ハ
法
律
山
盛
メ
タ
ル
特
条
ノ
外
均
ク
公
権
私
権
ヲ
享
有
シ
又
タ
文
武
ノ
官
職
二
任
ス
ル
「
ヲ
得

第
五
条
　
几
ソ
国
民
ハ
国
費
ヲ
支
ユ
ル
為
メ
応
当
ノ
貢
入
二
参
加
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス

第
六
条
　
兵
役
ハ
凡
ソ
日
本
国
民
ノ
義
務
タ
リ
徴
募
ノ
方
法
ト
服
役
ノ
期
限
ト
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
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第
七
条
　
人
身
ノ
自
由
贈
官
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ト
ス
○
法
律
出
定
メ
タ
ル
場
合
二
当
り
及
ヒ
法
律
二
掲
ケ
タ
ル
規
程
二
由
ル
ニ
非

　
ザ
レ
ハ
之
ヲ
拘
引
掌
捕
若
ク
ハ
囚
禁
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
八
条
　
遷
徒
ノ
自
由
ハ
兵
役
ノ
故
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
外
ハ
之
ヲ
制
限
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
九
条
　
住
居
三
崎
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ト
ス
○
法
律
二
号
メ
タ
ル
場
合
二
当
リ
及
ヒ
法
律
二
掲
ケ
タ
ル
規
程
二
由
ル
ニ
非
ザ
レ
ハ

　
住
居
二
進
入
シ
及
ヒ
検
探
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
十
条
　
変
異
ノ
場
合
二
当
り
国
安
ヲ
保
ツ
カ
為
メ
ノ
故
ヲ
以
テ
帝
国
ノ
全
部
若
ク
ハ
局
部
二
於
テ
前
二
条
ノ
憲
法
ヲ
停
止
ス
ル

　
「
ヲ
必
要
ト
ス
ル
博
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
十
一
条
財
産
相
野
ス
可
惜
ラ
ザ
ル
者
ト
ス
○
法
律
二
定
メ
タ
ル
場
合
二
当
リ
及
ヒ
法
律
二
塁
ケ
タ
ル
規
程
二
三
ル
ニ
非
サ
レ

　
ハ
何
人
モ
其
私
有
ヲ
概
ハ
ル
・
「
ナ
シ

第
十
二
条
　
信
書
ノ
秘
密
塾
図
ス
可
カ
ラ
サ
ル
者
ト
ス
○
凡
ソ
信
書
ヲ
勾
収
ス
ル
ハ
法
律
二
定
メ
タ
ル
場
合
二
当
リ
及
ヒ
法
律
二

　
掲
ケ
タ
ル
規
程
二
由
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
行
フ
「
ヲ
得
（
ス
脱
力
）

第
十
三
条
　
日
本
国
民
心
豫
メ
検
査
ヲ
受
ク
ル
コ
ナ
ク
出
版
二
由
テ
其
意
思
若
ク
ハ
論
説
ヲ
公
ケ
ニ
ス
ル
「
ヲ
得
但
シ
法
律
二
対

　
シ
テ
其
責
二
任
ス

第
十
四
条
　
日
本
国
民
ハ
各
自
二
信
仰
ス
ル
所
ノ
宗
旨
ヲ
奉
ス
ル
「
自
由
ナ
リ
ト
ス
然
レ
臣
民
事
政
事
二
妨
害
ヲ
ナ
ス
ハ
之
ヲ
禁

　
ス

第
十
五
条
　
日
本
国
民
ハ
兵
器
ナ
ク
平
穏
二
集
会
ス
ル
ノ
権
又
　
会
社
ヲ
結
フ
ノ
権
ヲ
有
ス
但
シ
此
権
ノ
受
用
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之

　
ヲ
塞
ム

180



元老院国憲按の編纂過程（上）

第
十
六
条
　
日
本
国
民
ハ
各
自
二
上
言
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス
然
レ
臣
連
衆
上
言
ス
ル
時
ハ
各
自
二
署
名
セ
サ
ル
「
ヲ
得
ス
但
シ
官
爵

　
テ
認
メ
タ
ル
会
社
二
限
リ
連
衆
一
名
ニ
テ
上
言
ス
ル
「
ヲ
許
ス
此
場
合
二
於
テ
ハ
其
会
社
ノ
事
件
日
付
テ
ノ
ミ
上
言
ス
ル
コ
ヲ

　
得

第
十
七
条
　
凡
ソ
日
本
国
民
ハ
皇
帝
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ニ
非
レ
ハ
外
国
ノ
賞
牌
尊
称
及
ヒ
養
老
銀
ヲ
受
ク
ル
コ
ヲ
得
ス

　
　
　
第
四
篇

　
　
　
　
第
一
章
立
法
権

第第第

条条条

篁　　　　　　第
秦一一一一　条

立
法
ノ
権
ハ
皇
帝
ト
帝
国
議
会
ト
ニ
分
ツ
故
二
皇
帝
ハ
議
案
ヲ
下
附
シ
議
会
ハ
其
議
案
ヲ
上
奏
ス
ル
「
ヲ
得

帝
国
議
会
ハ
元
老
院
及
ヒ
其
他
ノ
議
会
ヨ
リ
成
ル

法
律
ノ
疑
条
ヲ
釈
明
シ
テ
人
民
一
般
ノ
定
例
ト
ナ
ス
ハ
立
法
権
内
二
属
ス

第
二
章
　
元
老
院
及
ヒ
其
権
利

元
老
院
議
官
ハ
定
員
ナ
シ
皇
帝
ハ
左
構
峰
打
ス
ル
各
人
ノ
中
ヨ
リ
特
選
シ
テ
議
官
ト
ス

皇
族

華
族

勅
任
官
ノ
位
置
経
歴
ノ
者

国
二
功
労
ア
ル
者

政
治
法
律
ノ
学
識
ヲ
有
ス
ル
者

親
王
ハ
元
老
院
議
官
タ
ル
ノ
権
ヲ
有
ス
議
官
ノ
上
席
二
坐
ス
満
十
八
歳
ニ
シ
テ
院
中
二
参
入
シ
満
二
十
歳
ニ
シ
テ
公
議
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ノ
権
ヲ
有
ス

第
三
条
　
元
老
院
ノ
議
長
及
ヒ
副
議
長
ハ
皇
帝
之
ヲ
議
官
ノ
中
ヨ
リ
特
選
ス

第
四
条
　
元
老
院
ハ
立
法
ノ
権
ヲ
受
用
ス
ル
ノ
外
左
ノ
諸
事
ヲ
掌
ル

　
　
一
　
諸
大
臣
鰍
姫
惨
購
舗
省
ノ
罪
ヲ
論
告
ス
ル
コ

　
　
一
　
国
憲
二
女
ケ
タ
ル
場
合
二
於
テ
外
国
条
約
及
ヒ
帝
位
継
承
ノ
次
第
ヲ
変
易
ス
ル
ノ
承
認
ヲ
ナ
シ
及
ヒ
皇
帝
即
位
ノ
時
又

　
　
　
　
ハ
摂
政
在
職
ノ
初
二
方
ツ
テ
其
宣
誓
ヲ
聴
ク
「

　
　
一
　
立
法
二
関
ス
ル
上
言
書
ヲ
受
ク
ル
「

第
五
条
　
元
老
院
ハ
立
法
二
関
ス
ル
意
見
書
ヲ
上
奏
ス
ル
コ
ヲ
得

第
六
条
　
元
老
院
ハ
諸
大
臣
ノ
出
頭
ヲ
求
ム
ル
「
ヲ
得
又
諸
大
臣
出
頭
シ
テ
意
見
ヲ
陳
フ
ル
コ
ヲ
得
但
シ
決
議
ノ
数
二
百
バ
ラ
ス

第
七
条
　
元
老
院
ハ
議
官
ノ
過
半
数
列
席
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
会
議
ヲ
開
ク
コ
ヲ
得
ス

第
八
条
　
元
老
院
ハ
過
半
数
ヲ
以
テ
可
否
ヲ
決
定
ス

第
九
条
　
元
老
院
ノ
会
議
ハ
公
行
ト
ス
然
レ
臣
議
長
若
ク
ハ
議
官
五
人
以
上
ノ
求
海
門
由
リ
密
会
ヲ
行
フ
コ
ヲ
得

意
十
条
　
議
官
旧
里
職
ヲ
行
フ
ニ
付
キ
発
言
シ
タ
ル
意
見
ノ
為
メ
審
糾
セ
ラ
ル
・
コ
ナ
シ
但
シ
院
中
ノ
条
例
日
誌
フ
ハ
平
素
ニ
ア

　
ラ
ス
・
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第
十
一
条
　
議
官
ハ
現
行
犯
ヲ
除
ク
ノ
外
元
老
院
ノ
承
認
ヲ
得
ス
シ
テ
拘
引
掌
捕
セ
ラ
ル
・
「
ナ
シ

第
十
二
条
　
凡
ソ
議
官
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
　
　
第
五
篇



元老院国憲按の編纂過程（上）

　
　
　
　
　
行
政
権

第
一
条
　
皇
帝
ハ
諸
大
臣
ヲ
任
シ
及
ヒ
之
ヲ
免
ス

第
二
条
　
諸
大
臣
ハ
職
務
言
付
テ
ノ
責
二
任
ス
法
律
及
ヒ
一
切
ノ
文
書
ハ
大
臣
一
人
以
上
ノ
署
名
ア
ラ
サ
レ
ハ
思
慮
ヲ
有
生
ス

第
三
条
　
凡
ソ
諸
大
臣
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
　
　
第
六
篇

　
　
　
　
　
司
法
権

第
一
条
　
司
法
権
ハ
上
下
等
裁
判
所
二
由
テ
之
ヲ
施
行
ス
上
下
等
裁
判
所
ハ
法
律
ヲ
除
ク
ノ
外
型
ノ
権
威
二
従
フ
「
ナ
シ

第
二
条
　
凡
ソ
裁
判
ハ
皇
帝
ヨ
リ
任
シ
タ
ル
裁
判
官
二
由
テ
宣
告
ス

第
三
条
　
皇
帝
ノ
任
シ
タ
ル
裁
判
官
ノ
満
三
年
在
職
シ
タ
ル
者
ハ
審
判
セ
ラ
ル
・
ノ
故
本
人
ノ
願
及
ヒ
退
老
二
言
ス
シ
テ
免
鶏
セ

　
ラ
ル
・
「
ナ
シ

第
四
条
　
上
下
等
裁
判
所
ノ
捲
制
権
雪
田
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
○
法
律
二
定
メ
タ
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
裁
判
ヲ
行
フ
カ
為
メ
特

　
別
ノ
裁
判
所
ヲ
設
ク
ル
「
ヲ
得
ス

第
五
条

第
六
条

第
七
条

第
八
条

第
九
条

陸
海
軍
裁
判
所
ノ
権
任
ハ
別
段
ノ
法
律
ヲ
用
フ

日
本
帝
国
一
ニ
ノ
大
審
院
ヲ
置
ク

大
審
院
ハ
法
律
二
三
ケ
タ
ル
職
務
ノ
外
元
老
院
ノ
論
告
シ
タ
ル
諸
大
臣
ノ
罪
ヲ
審
判
ス

大
審
院
及
ヒ
裁
判
所
ノ
検
事
ハ
皇
帝
之
ヲ
任
シ
及
ヒ
之
ヲ
免
ス

民
事
刑
事
ノ
別
ナ
ク
裁
判
所
ノ
裁
判
ハ
公
行
ト
ス
然
レ
臣
国
安
及
ヒ
風
儀
二
関
ス
ル
者
ハ
公
行
ヲ
停
ム
ル
コ
ヲ
得

183



第
十
条
　
凡
ソ
裁
判
ハ
必
ス
理
由
ヲ
付
ス

第
十
一
条
　
凡
ソ
司
法
ノ
官
吏
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
　
　
第
七
篇

　
　
　
　
　
会
計

第
一
条
　
皇
帝
ハ
毎
年
翌
年
ノ
国
費
概
算
表
及
ヒ
国
費
ヲ
支
ユ
可
キ
予
算
書
ヲ
元
老
院
二
下
付
シ
且
租
税
ノ
徴
収
及
ヒ
其
費
用
ヲ

　
ナ
セ
シ
報
告
書
ヲ
下
付
シ
テ
以
テ
其
検
査
ト
承
認
ト
ヲ
得
可
キ
者
ト
ス

第
二
条
　
法
律
ノ
承
認
ヲ
得
サ
ル
租
税
ハ
之
ヲ
賦
課
ス
ル
コ
ヲ
得
ス

第
三
条
　
凡
ソ
租
税
二
三
リ
筍
モ
特
准
ヲ
與
フ
ル
「
ヲ
得
ス

第
四
条
　
国
債
ヲ
募
り
紙
幣
ヲ
増
ス
「
ハ
法
律
ノ
承
認
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
ナ
ス
「
ヲ
得
ス
○
政
府
ヨ
リ
其
債
主
二
対
ス
ル

　
ノ
義
務
ハ
侵
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ト
ス

第
五
条
　
貨
幣
ノ
斤
量
品
性
及
ヒ
価
直
ハ
法
律
之
ヲ
定
ム

　
　
　
第
八
篇

　
　
　
　
　
国
憲
修
正

第
一
条
　
立
法
権
ハ
国
憲
中
某
条
ノ
修
正
ヲ
要
ス
ル
「
ヲ
宣
告
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス

第
二
条
　
国
憲
ノ
修
正
ヲ
議
ス
ル
ニ
方
ツ
テ
ハ
元
老
院
議
官
少
ク
ト
モ
三
分
ノ
ニ
列
席
セ
ザ
ル
牌
ハ
其
事
ヲ
議
ス
ル
「
ヲ
得
ス
而

　
シ
テ
少
ク
ト
モ
之
ヲ
可
ト
ス
ル
者
三
分
ノ
ニ
目
脂
タ
ザ
レ
ハ
変
改
ヲ
ナ
ス
「
ヲ
得
ス

　
　
　
附
録
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第
一
条
　
此
ノ
国
憲
施
行
ノ
日
ヨ
リ
　
二
三
此
ノ
国
憲
二
抵
触
ス
ル
法
律
ハ
之
ヲ
廃
ス

　
　
第
二
条
　
此
ノ
国
憲
二
掲
ケ
タ
ル
皇
帝
及
ヒ
諸
大
臣
議
官
司
法
官
吏
ノ
誓
ヲ
宣
フ
ル
「
ハ
此
ノ
国
憲
施
行
ノ
日
ヨ
リ
直
二
之
ヲ
行

　
　
　
フ
可
シ

第
十
三
番
目
の
「
日
本
国
憲
案
現
行
例
」
は
、
国
憲
按
の
条
文
と
そ
の
裏
付
け
と
な
る
現
行
法
令
類
と
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

既
に
浅
井
氏
の
『
元
老
院
の
憲
法
編
纂
顛
末
』
九
六
頁
以
下
に
翻
刻
紹
介
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
起
草
年
代
及
び
起
草
者
が
不

明
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
小
田
切
盛
徳
に
よ
っ
て
、
明
治
十
年
十
二
月
に
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

六
　
国
憲
按
の
編
纂
過
程
　
そ
の
（
四
）

元老院国憲按の編纂過程（上）

『
国
憲
履
歴
大
略
」
は
、
明
治
十
一
年
の
記
事
と
し
て
第
十
四
番
目
か
ら
第
十
六
番
目
ま
で
、

　
同
十
一
年

日
本
国
憲
ヲ
進
ム
ル
復
命
書
改
正

日
本
国
憲
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書

　
同
年
三
月

日
本
国
憲
按
再
定

次
の
三
つ
を
載
せ
て
い
る
。

委
員
議
官
井
右
同
人
調
査
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同

　
同
年

日
本
国
憲
案
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
改
定

186

同

国
憲
艸
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
改
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

第
十
四
番
目
に
「
委
員
議
官
井
右
同
人
調
査
」
と
あ
る
う
ち
の
右
同
人
と
は
、
第
十
三
番
目
に
見
え
る
小
田
切
盛
徳
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
第
十
五
、
十
六
番
目
の
「
同
」
と
は
、
い
ず
れ
も
委
員
議
官
並
び
に
小
田
切
が
調
査
に
当
た
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
「
日
本

国
憲
ヲ
進
ム
ル
復
命
書
」
及
び
「
日
本
国
憲
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
」
は
同
内
容
の
も
の
で
あ
っ
て
、
既
に
浅
井
氏
の
前
掲
書
＝
○
頁

以
下
に
も
翻
刻
せ
ら
れ
て
お
り
、
周
知
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
特
に
取
り
上
げ
ず
、
た
だ
『
国
憲
草
案
始
末
』
の
⑤
の

「
国
憲
按
ヲ
進
ム
ル
復
命
書
」
に
は
「
明
治
十
一
年
六
月
廿
日
供
計
五
本
浄
書
済
」
、
⑥
の
「
進
国
憲
案
報
告
書
」
（
中
身
の
表
題
は
「
日

本
国
憲
按
ヲ
進
ム
ル
報
告
書
」
と
な
っ
て
い
る
）
に
は
「
明
治
十
一
年
七
月
九
日
目
の
識
語
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
く
に
止
め
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
国
憲
履
歴
大
略
』
に
は
明
治
十
一
年
中
の
国
憲
按
編
纂
に
つ
い
て
は
三
月
の
「
日
本
国
憲
按
再
定
」
し
か
挙
げ
て
い
な
い

け
れ
ど
も
、
『
国
憲
草
案
始
末
』
に
は
③
日
本
国
憲
按
（
明
治
十
一
年
三
月
再
定
）
、
④
日
本
国
瞥
見
（
明
治
十
一
年
五
月
書
本
）
、
⑦
日
本

国
丁
霊
（
明
治
十
一
年
七
月
定
本
）
の
三
種
類
の
草
案
が
編
綴
せ
ら
れ
て
い
る
。
故
に
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を
参
照
し
な
が
ら
明
治
十
一

年
中
の
国
憲
編
纂
過
程
を
眺
め
て
み
る
と
、
三
月
再
定
の
日
本
国
憲
按
は
前
節
所
帯
の
明
治
十
年
十
二
月
三
日
の
日
本
国
憲
按
と
殆
ど

同
じ
で
あ
っ
て
、
目
だ
っ
て
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、
第
一
篇
第
一
章
第
六
条
の
「
皇
帝
ハ
陸
海
軍
ヲ
指
揮
シ
」
が
「
皇
帝
ハ
陸



元老院国憲按の編纂過程（上）

海
軍
ノ
大
元
帥
ニ
シ
テ
」
と
な
り
、
第
四
篇
第
五
条
の
「
元
老
院
ハ
立
法
二
関
ス
ル
意
見
書
ヲ
上
奏
ス
ル
「
ヲ
得
」
な
る
規
定
が
削
除

さ
れ
、
第
七
篇
第
一
条
の
「
皇
帝
ハ
…
予
算
書
ヲ
元
老
院
二
下
付
シ
」
が
「
政
府
ハ
…
意
見
書
ヲ
送
致
シ
」
と
変
わ
り
、
同

篇
第
四
条
の
「
国
債
ヲ
募
り
紙
幣
ヲ
増
ス
「
ハ
」
が
、
単
に
「
国
債
ハ
」
と
な
っ
た
位
で
あ
ろ
う
。

　
国
憲
按
が
大
き
く
修
正
さ
れ
た
の
は
五
月
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
て
、
③
日
本
国
憲
按
（
明
治
十
一
年
三
月
再
定
）
に
は
平
し
い
朱

に
よ
る
修
正
加
削
が
あ
り
、
表
紙
に
も
「
・
・
…
五
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
「
・
・
…
」
は
修
正
の
印
を
示
す
）
。
こ
れ
を
更
に
修

正
し
た
も
の
が
『
国
憲
草
案
始
末
』
の
④
日
本
国
憲
案
（
明
治
十
一
年
五
月
上
本
）
で
あ
り
、
表
紙
に
「
十
一
年
五
月
豊
本
」
「
定
　
本
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
末
尾
に
は
「
明
治
十
一
年
六
月
廿
九
日
校
訂
」
と
の
識
語
が
あ
る
。
ち
な
み
に
浅
井
氏
の
『
元
老
院
の
憲
法
編
纂

顛
末
』
七
二
頁
以
下
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
「
日
本
国
憲
按
翻
案
」
も
、
こ
の
時
期
の
草
案
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
月
六
月
の
修
正

結
果
を
浄
書
し
て
更
に
推
敲
し
た
も
の
が
⑦
の
日
本
国
憲
按
で
あ
っ
て
、
表
紙
に
は
「
明
治
十
一
年
七
月
定
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
稲
田
氏
が
『
明
治
憲
法
成
立
史
』
上
巻
三
〇
七
頁
以
下
に
国
憲
第
二
次
草
案
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
内
容
の
草
案

で
あ
る
（
稲
田
氏
は
主
と
し
て
伊
藤
博
文
秘
書
類
纂
本
に
依
拠
し
て
お
ら
れ
る
）
。
こ
こ
で
は
修
正
段
階
の
一
端
を
示
す
た
め
に
、
③
日

本
国
憲
按
の
五
月
修
正
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

　
　
日
本
国
憲
按

　
　
　
　
　
第
一
篇

　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
皇
帝

　
　
第
一
条
　
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
皇
統
ヲ
以
テ
之
ヲ
治
ム

　
　
第
二
条
　
皇
帝
ノ
身
体
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
可
カ
ラ
ザ
ル
者
ト
ス
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第
三
条
　
皇
帝
ハ
行
政
ノ
権
ヲ
統
フ

第
四
条
　
皇
帝
ハ
諸
官
吏
ヲ
命
シ
及
之
ヲ
免
ス

第
五
条
　
皇
帝
ハ
法
律
ヲ
確
定
シ
及
之
ヲ
布
告
ス

第
六
条
　
皇
帝
ハ
陸
海
軍
ヲ
指
揮
シ
便
宜
之
ヲ
派
遣
ス
ル
コ
ヲ
得
但
シ
武
官
ノ
拙
陵
及
退
老
ハ
法
律
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
例
規
二
従

　
ツ
テ
皇
帝
之
ヲ
決
ス

第
七
条
　
皇
帝
国
訴
ヲ
宣
シ
和
ヲ
講
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
シ
及
通
信
貿
易
ノ
条
約
ヲ
結
フ
然
レ
任
国
財
ヲ
費
シ
国
境
ヲ
変
ス
ル
が
如
キ

　
条
約
ハ
両
院
ノ
承
認
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
其
力
ヲ
有
セ
ス

第
八
条
皇
帝
ハ
罪
犯
ヲ
赦
免
シ
及
ヒ
減
軽
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス

第
九
条
　
皇
帝
ハ
貨
幣
ヲ
造
ル
コ
ヲ
命
ス

第
十
条
　
皇
帝
ハ
両
院
ノ
議
会
ヲ
徴
集
シ
又
ハ
其
集
会
ヲ
延
ハ
シ
及
ヒ
其
閉
会
ヲ
命
ス

第
十
一
条
　
皇
帝
ハ
貴
号
及
勲
章
ヲ
賜
與
ス

　
　
　
　
　
第
二
章
　
帝
位
継
承

第
一
条
　
現
今
統
御
ス
ル
皇
帝
ノ
子
孫
ヲ
以
テ
帝
位
継
承
ノ
正
統
ノ
喬
ト
シ
テ
帝
位
ヲ
岨
伝
ス

第
二
条
　
継
承
ノ
順
序
ハ
嫡
長
軸
入
嗣
ノ
歯
序
二
野
リ
テ
太
子
若
ク
ハ
其
男
統
ノ
喬
入
テ
嗣
ク
太
子
男
統
ノ
東
鉄
ク
ル
時
ハ
太
子

　
ノ
兄
弟
若
ク
ハ
太
子
兄
弟
ノ
男
工
ノ
喬
二
伝
フ
嫡
出
男
統
ノ
喬
訣
ク
ル
時
ハ
庶
出
ノ
子
長
幼
ノ
序
二
重
テ
入
テ
嗣
ク

第
三
条
　
前
条
二
定
メ
タ
ル
順
序
二
依
リ
帝
位
ヲ
継
承
ス
可
キ
ノ
皇
統
在
ラ
サ
ル
凸
版
親
王
諸
王
ノ
中
親
疎
ノ
順
序
二
言
リ
帝
位

　
ヲ
継
承
ス
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元老院国憲按の編纂過程（上）

第
四
条

第
五
条

第第第第
四三ニー
条条条条

特
別
ノ
場
合
山
際
シ
帝
位
継
承
ノ
順
序
ヲ
変
異
ス
ル
「
ヲ
必
要
ト
ス
ル
「
ア
ル
隊
ハ
両
院
ノ
承
認
ヲ
得
ヘ
シ

即
位
ノ
礼
ヲ
行
フ
ニ
方
ツ
テ
ハ
両
院
集
会
ノ
前
二
於
テ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
第
三
章
　
皇
帝
未
成
年
及
其
摂
政

皇
帝
ハ
満
十
八
歳
ヲ
以
テ
成
年
ト
ス

皇
帝
未
成
年
ノ
間
ハ
親
王
諸
王
ノ
中
最
親
ニ
シ
テ
満
二
十
歳
以
上
ノ
者
摂
政
ノ
職
工
任
ス

男
統
ノ
親
王
諸
王
在
ラ
サ
ル
惜
ハ
母
后
摂
政
ノ
職
二
任
ス

以
上
二
掲
載
ス
ル
所
ノ
摂
政
職
二
関
ス
ル
定
メ
ハ
成
年
ナ
ル
皇
帝
ノ
政
ヲ
親
ラ
ス
ル
『
能
ハ
サ
ル
状
ア
ル
時
ニ
モ
亦
準

拠
ス
可
キ
者
ト
ス
此
時
二
於
テ
若
シ
満
十
八
歳
ノ
太
子
ア
ル
磁
瓶
此
太
子
摂
政
ノ
職
二
叉
ス

第
五
条

第
六
条

第第第

条条条
摂
政
ハ
両
院
集
会
ノ
前
二
品
テ
未
成
年
ノ
皇
帝
二
忠
誠
ヲ
端
シ
且
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

摂
政
在
職
ノ
間
ハ
国
憲
ノ
中
一
ノ
改
正
ヲ
モ
行
フ
「
ヲ
得
ス

　
第
四
章
　
帝
室
経
費

皇
帝
及
親
王
諸
王
ノ
歳
入
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

皇
居
及
離
宮
ノ
建
築
及
修
繕
ハ
国
庫
ヨ
リ
其
費
用
ヲ
供
ス

皇
后
寡
居
シ
及
七
太
子
ノ
満
十
八
歳
二
至
ル
博
ハ
国
庫
ヨ
リ
歳
入
ヲ
受
ク
太
子
妃
ヲ
納
ル
・
片
ハ
其
数
ヲ
倍
ス
但
シ
歳

入
ノ
数
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

　
　
第
二
篇

　
　
　
　
帝
国
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第
一
条
　
凡
ソ
我
帝
国
ノ
土
地
現
今
区
域
ノ
内
二
在
ル
者
日
本
帝
国
ヲ
成
ス

第
二
条
　
帝
国
府
県
道
国
郡
区
ノ
彊
界
ハ
法
律
二
野
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
変
易
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
三
条
　
藩
属
地
ノ
政
治
及
事
務
ハ
別
法
ヲ
用
フ
ル
「
ヲ
得

　
　
　
第
三
篇

　
　
　
　
　
国
民
及
其
権
利
義
務

第
一
条
　
凡
ソ
日
本
帝
国
ノ
人
民
タ
ル
者
ハ
皆
日
本
国
民
ノ
権
利
ヲ
有
ス
但
シ
如
何
シ
テ
其
権
利
ヲ
得
或
ハ
之
ヲ
失
フ
カ
バ
法
律

　
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
二
条

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
六
条

第
七
条

国
民
ハ
法
律
二
於
テ
平
等
ト
ス

帝
国
二
居
住
ス
ル
望
外
人
民
上
畳
身
体
及
財
産
ノ
保
護
ヲ
受
ク
但
シ
外
国
人
ノ
為
二
定
ム
ル
特
質
ハ
早
撃
ニ
ア
ラ
ス

国
民
ハ
法
律
二
言
メ
タ
ル
特
急
ノ
外
均
ク
公
権
私
権
ヲ
享
有
シ
又
タ
文
武
ノ
官
職
二
任
ス
ル
「
ヲ
得

国
民
ハ
国
費
ヲ
支
ユ
ル
為
メ
応
当
ノ
貢
入
二
参
加
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス

国
民
ハ
兵
役
二
参
加
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス
但
シ
徴
募
ノ
方
法
ト
服
役
ノ
期
限
ト
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

人
身
ノ
自
由
ハ
侵
ス
可
カ
ラ
サ
ル
者
ト
ス
○
法
律
二
五
ケ
タ
ル
規
程
二
黒
フ
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
拘
引
掌
捕
若
ク
ハ
囚
禁
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ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
八
条
　
遷
徒
ノ
自
由
ハ
兵
役
ノ
故
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
外
之
ヲ
制
限
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
九
条
　
住
居
ハ
侵
ス
可
カ
ラ
サ
ル
者
ト
ス
○
法
律
二
掲
ケ
タ
ル
規
程
御
運
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
住
居
二
進
入
シ
及
ヒ
之
レ
ヲ
検
探
ス

　
ル
「
ヲ
得
ス



元老院国憲按の編纂過程（上）

第
十
条
　
変
易
ノ
場
合
二
当
リ
国
安
ヲ
保
ツ
カ
為
メ
ノ
故
ヲ
以
テ
帝
国
ノ
全
部
若
ク
ハ
局
部
二
於
テ
国
憲
中
ノ
箇
条
ヲ
停
止
ス
ル

　
「
ヲ
必
要
ト
ス
ル
隊
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
十
一
条
　
財
産
ハ
侵
ス
可
カ
ラ
サ
ル
者
ト
ス
○
法
律
二
掲
ケ
タ
ル
規
程
二
郎
ル
二
七
サ
レ
ハ
何
人
モ
其
私
有
ヲ
祝
ハ
ル
・
「
ナ

　
シ
第
十
二
条
信
書
ノ
秘
密
ハ
侵
ス
可
カ
ラ
サ
ル
者
ト
ス
○
凡
ソ
信
書
ヲ
勾
収
ス
ル
ハ
法
律
二
掲
ケ
タ
ル
規
程
二
由
ル
ニ
非
サ
レ
ハ

　
之
ヲ
行
フ
「
ヲ
得
ス

第
十
三
条
　
国
民
田
堵
メ
検
査
ヲ
受
ク
ル
「
ナ
ク
出
版
二
由
テ
其
意
思
若
ク
ハ
論
説
ヲ
公
ケ
ニ
ス
ル
「
ヲ
得
但
シ
法
律
二
対
シ
テ

　
其
責
二
任
ス

第
十
四
条
　
国
民
ハ
各
自
二
信
仰
ス
ル
所
ノ
宗
旨
ヲ
奉
ス
ル
「
自
由
ナ
リ
ト
ス
然
レ
臣
民
事
政
事
二
妨
害
ヲ
ナ
ス
ハ
之
ヲ
禁
ス

第
十
五
条
　
国
民
ハ
兵
器
ナ
ク
平
穏
二
集
会
ス
ル
ノ
玉
本
タ
会
社
ヲ
結
フ
ノ
権
ヲ
有
ス
但
シ
此
権
ノ
受
用
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定

　
ム
第
十
六
条
　
国
民
ハ
各
自
二
上
言
ノ
権
ヲ
有
ス
然
レ
臣
連
衆
上
言
ス
ル
時
ハ
各
自
二
署
名
セ
サ
ル
「
ヲ
得
ス
但
シ
官
ニ
テ
認
メ
タ

　
ル
会
社
二
一
リ
連
衆
一
名
ニ
テ
上
言
ス
ル
「
ヲ
許
ス
此
場
合
二
号
テ
ハ
其
会
社
ノ
事
件
二
王
テ
ノ
ミ
上
言
ス
ル
「
ヲ
得

第
十
七
条
　
国
民
ハ
皇
帝
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
外
国
ノ
貴
国
勲
章
及
養
老
銀
ヲ
受
ク
ル
コ
ヲ
得
ス

　
　
　
第
四
篇

　
　
　
　
第
一
章
　
立
法
権

第
一
条
　
立
法
ノ
権
ハ
皇
帝
ト
帝
国
議
会
ト
ニ
分
ツ
皇
帝
ハ
議
案
ヲ
下
墨
シ
議
会
ハ
其
議
案
ヲ
上
奏
ス
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第第

条条

第　　　　　　　　第

条一一一一一条
帝
国
議
会
ハ
元
老
院
及
ヒ
代
議
士
院
ノ
議
会
ヨ
リ
成
ル

法
律
ノ
疑
条
ヲ
釈
明
シ
テ
人
民
一
般
ノ
定
例
ト
ナ
ス
ハ
立
法
権
内
二
属
ス

第
二
章
　
元
老
院
及
ヒ
其
権
利

元
老
院
議
員
ハ
定
員
ナ
シ
皇
帝
ハ
左
二
開
載
ス
ル
各
人
ノ
中
ヨ
リ
特
選
シ
テ
議
員
ト
ス

皇
族

華
族

勅
任
官
二
昇
リ
シ
者

国
二
功
労
ア
リ
シ
者

政
治
法
律
ノ
学
識
ヲ
有
ス
ル
者

親
王
ハ
元
老
院
議
員
タ
ル
ノ
権
ヲ
有
ス
議
官
ノ
上
席
二
丁
ス
満
十
八
歳
ニ
シ
テ
跳
返
二
参
入
シ
満
二
十
歳
ニ
シ
テ
公
議
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ノ
権
ヲ
有
ス

第
三
条

第
四
条

　
　
一

　
　
一

一

元
老
院
ノ
議
長
及
副
議
長
ハ
皇
帝
之
ヲ
選
フ

元
老
院
ハ
立
法
ノ
権
ヲ
受
用
ス
ル
ノ
外
左
ノ
諸
事
ヲ
掌
ル

諸
大
臣
散
矩
鯵
購
購
ノ
罪
ヲ
論
告
ス
ル
「

国
憲
二
掲
ケ
タ
ル
場
合
二
於
テ
外
国
条
約
及
帝
位
継
承
ノ
次
序
ヲ
変
易
ス
ル
ノ
承
認
ヲ
ナ
シ
及
ヒ
皇
帝
即
位
ノ
時
又
ハ

摂
政
在
職
ノ
初
二
方
ツ
テ
其
宣
誓
ヲ
聴
ク
コ

立
．
法
二
関
ス
ル
上
言
書
ヲ
受
ク
ル
「



元老院国憲按の編纂過程（上）

第
五
条

　
ス

元
老
院
ハ
諸
大
臣
ノ
出
頭
ヲ
求
ム
ル
「
ヲ
得
又
タ
諸
大
臣
出
頭
シ
テ
意
見
ヲ
陳
フ
ル
「
ヲ
得
平
シ
決
議
ノ
数
二
連
バ
ラ

　
　
　
　
第
三
章

　
　
　
　
代
議
士
院
及
其
権
利

第
　
条
　
代
議
士
射
出
法
律
ヲ
以
テ
定
メ
タ
ル
選
挙
ノ
規
程
二
循
ヒ
選
挙
ス
ル
所
ノ
代
議
士
ヲ
以
テ
成
ル
但
シ
人
口
十
五
万
二
付

　
キ
少
ク
臣
一
名
ヲ
出
ス
可
シ

第
　
条
　
代
議
士
ハ
投
票
ヲ
以
テ
之
ヲ
選
フ
且
之
ヲ
重
撰
ス
ル
「
ヲ
宝

庫
　
条
　
代
議
士
ト
ナ
ル
者
ハ
日
本
人
満
二
十
五
歳
ニ
シ
テ
選
挙
法
二
定
ム
ル
税
額
ヲ
納
メ
且
代
議
士
ト
ナ
ル
可
キ
要
件
ヲ
具
備

　
ス
ル
ヲ
要
ス

第第第

条条条

第
六
条

第
七
条

第
八
条

第
九
条

代
議
士
ノ
任
期
ハ
四
年
ト
シ
ニ
歳
毎
二
其
全
数
ノ
半
ヲ
更
撰
ス

代
議
士
院
ハ
会
期
雲
量
議
員
中
ヨ
リ
議
長
及
副
議
長
ヲ
公
選
シ
駅
伝
名
ノ
姓
名
表
ヲ
奏
呈
シ
皇
帝
之
ヲ
撰
フ

代
議
士
ハ
法
律
ヲ
以
テ
定
メ
ル
旅
費
及
ヒ
滞
在
費
ヲ
受
ク

両
院
通
則

両
院
議
員
ハ
過
半
数
列
席
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
会
議
ヲ
開
ク
「
ヲ
得
ス

両
院
ハ
過
半
数
ヲ
以
テ
可
否
ヲ
決
定
ス

両
院
ノ
会
議
ハ
公
行
ト
ス
然
レ
臣
議
長
若
ク
ハ
議
員
五
人
ノ
求
メ
ニ
由
リ
密
会
ヲ
行
フ
コ
ヲ
得

議
員
ハ
三
面
ヲ
行
フ
ニ
付
キ
発
言
シ
タ
ル
意
見
ノ
為
メ
審
糾
セ
ラ
ル
・
「
ナ
シ
但
シ
院
中
ノ
条
例
二
循
フ
ハ
此
例
ニ
ア
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ラ
ス

第
十
条
　
議
員
ハ
現
行
犯
ヲ
除
ク
ノ
外
両
院
ノ
承
認
ヲ
得
ス
シ
テ
拘
引
黒
垂
セ
ラ
ル
・
「
ナ
シ

第
十
一
条
　
何
人
モ
同
時
二
両
院
ノ
議
員
二
兼
任
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
十
二
条
　
凡
ソ
議
員
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
　
　
第
五
篇

　
　
　
　
　
行
政
権

第
一
条
皇
帝
ハ
諸
大
臣
ヲ
任
シ
及
ヒ
之
ヲ
免
ス

第
二
条
　
諸
大
臣
ハ
職
務
二
付
テ
ノ
責
二
任
ス
法
律
及
ヒ
一
切
ノ
文
書
ハ
大
臣
一
人
ノ
署
名
ア
ラ
サ
レ
ハ
其
力
ヲ
有
セ
ス

第
三
条
　
凡
ソ
諸
大
臣
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
　
　
第
六
篇

　
　
　
　
　
司
法
権

第
一
条
司
法
権
田
上
下
等
裁
判
所
二
由
テ
之
ヲ
施
行
ス
上
下
等
裁
判
所
ハ
法
律
ヲ
除
ク
ノ
外
型
ノ
権
威
二
従
フ
「
ナ
シ

第
二
条
　
凡
ソ
裁
判
ハ
皇
帝
ヨ
リ
任
シ
タ
ル
裁
判
官
二
二
リ
皇
帝
ノ
名
ヲ
以
テ
宣
告
ス

第
三
条
　
皇
帝
ノ
任
シ
タ
ル
裁
判
官
ノ
三
年
間
在
職
シ
タ
ル
者
ハ
審
粍
ノ
故
本
人
ノ
願
及
古
老
ノ
故
二
非
ス
シ
テ
免
馳
セ
ラ
ル
・

　
コ
ナ
シ

第
四
条
　
上
下
等
裁
判
所
ノ
溝
制
権
任
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
0
法
律
二
定
メ
タ
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
裁
判
ヲ
行
フ
カ
為
メ
特

　
別
ノ
裁
判
所
ヲ
設
ク
ル
「
ヲ
得
ス
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元老院国憲按の編纂過程（上）

第
五
条
　
陸
海
軍
裁
判
所
ノ
権
任
ハ
別
段
ノ
法
律
ヲ
用
ユ

第
六
条
　
日
本
帝
国
一
ニ
ノ
大
審
院
ヲ
置
ク

第
七
条
　
大
審
院
ハ
法
律
二
掲
ケ
タ
ル
職
務
ノ
外
元
老
院
ノ
論
告
シ
タ
ル
諸
大
臣
ノ
罪
ヲ
審
判
ス

第
八
条
　
大
審
院
及
ヒ
裁
判
所
ノ
検
事
ハ
皇
帝
之
ヲ
任
シ
及
ヒ
之
ヲ
免
ス

第
九
条
　
民
事
刑
事
ノ
別
ナ
ク
裁
判
所
ノ
裁
判
ハ
公
行
ト
ス
然
レ
臣
国
安
及
ヒ
風
儀
二
関
ス
ル
者
ハ
公
行
ヲ
停
ム
ル
「
ヲ
得

第
十
条
　
凡
ソ
裁
判
ハ
必
ス
理
由
ヲ
付
ス

第
十
一
条
　
凡
ソ
司
法
ノ
官
吏
ハ
国
憲
ヲ
確
守
ス
ル
ノ
誓
ヲ
宣
フ

　
　
　
第
七
編
　
州
会
及
邑
会

第
一
条
毎
府
県
二
府
県
会
ヲ
置
キ
嘘
泣
二
区
会
ヲ
置
ク
可
シ
但
其
議
員
ヲ
選
挙
ス
ル
ノ
法
足
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

第
二
条
　
府
県
会
及
邑
会
ノ
権
利
義
務
ハ
法
律
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム

　
　
　
第
八
篇

　
　
　
　
　
会
計

第
一
条
　
政
府
ハ
毎
年
翌
年
ノ
国
費
概
算
表
及
ヒ
国
費
ヲ
支
ユ
可
キ
意
見
書
ヲ
代
議
士
院
二
送
致
シ
且
租
税
ノ
徴
収
及
ヒ
其
費
用

　
ヲ
ナ
セ
シ
報
告
書
ヲ
送
致
シ
テ
以
テ
其
検
査
ト
承
認
ト
ヲ
得
可
キ
者
ト
ス

第
二
条
　
法
律
ノ
承
認
ヲ
得
サ
ル
租
税
ハ
之
ヲ
賦
課
ス
ル
「
ヲ
得
ス

第
三
条
　
凡
ソ
租
税
二
係
リ
筍
モ
特
准
ヲ
與
フ
ル
コ
ヲ
得
ス

第
四
条
　
国
債
ハ
法
律
ノ
承
認
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
ナ
ス
「
ヲ
得
ス
○
政
府
ヨ
リ
其
債
主
二
対
ス
ル
ノ
義
務
ハ
侵
ス
可
カ
ラ
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ザ
ル
者
ト
ス

　
　
第
五
条
　
貨
幣
ノ
斤
量
品
性
及
価
直
ハ
法
律
之
ヲ
定
ム

　
　
　
　
　
第
九
篇

　
　
　
　
　
　
　
国
憲
修
正

　
　
第
一
条
　
立
法
権
ハ
国
憲
中
三
条
ノ
修
正
ヲ
要
ス
ル
「
ヲ
宣
告
ス
ル
ノ
権
ヲ
有
ス

　
　
第
二
条
国
憲
ノ
修
正
ヲ
議
ス
ル
ニ
方
ツ
テ
ハ
両
院
議
員
少
ク
ト
モ
三
分
ノ
ニ
列
席
セ
ザ
ル
博
ハ
其
事
ヲ
議
ス
ル
「
ヲ
得
ス
而
シ

　
　
　
テ
少
ク
ト
モ
之
ヲ
可
ト
ス
ル
者
三
分
ノ
ニ
ニ
盈
タ
ザ
レ
ハ
変
改
ヲ
ナ
ス
コ
ヲ
得
ス

　
　
　
　
　
附
録

　
　
第
一
条
　
此
ノ
国
憲
施
行
ノ
日
ヨ
リ
始
メ
此
ノ
国
憲
二
抵
触
ス
ル
法
律
一
溜
ヲ
廃
ス

　
　
第
二
条
　
此
ノ
国
憲
二
掲
ケ
タ
ル
皇
帝
及
ヒ
諸
大
臣
議
官
及
司
法
官
吏
ノ
誓
ヲ
宣
フ
ル
コ
ハ
此
ノ
国
憲
施
行
ノ
日
ヨ
リ
直
二
之
ヲ

　
　
　
行
フ
可
シ

こ
の
草
案
で
顕
著
な
点
ほ
、
新
た
に
「
代
議
士
言
及
其
権
利
」
な
る
章
と
「
両
院
通
則
」
の
章
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
第

七
篇
「
州
会
及
邑
会
」
を
新
設
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
け
れ
ど
も
、
明
治
十
一
年
五

月
頃
の
元
老
院
の
関
心
事
が
那
辺
に
あ
っ
た
の
か
が
窺
え
て
興
味
深
い
。

　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
明
治
十
一
年
七
月
に
国
憲
按
の
定
本
が
起
草
さ
れ
た
後
、
七
月
三
十
日
、
元
老
院
議
官
柳
原
前
光
が
佐
佐
木

高
行
に

　
　
御
平
安
慶
賀
候
、
陳
は
、
先
に
貴
重
内
約
置
候
国
憲
案
一
冊
重
苦
候
、
右
は
御
留
置
被
成
置
有
之
て
宜
し
く
候
、
霜
露
だ
各
議
官
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へ
も
頒
布
無
之
に
付
、
御
内
閲
の
御
積
り
に
相
願
候
、
頓
首
、

　
　
　
七
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
原
前
光

　
　
佐
佐
木
侍
補
殿

　
　
　
右
は
、
極
々
の
原
案
に
て
相
廻
し
来
り
候
間
、
追
々
意
見
申
候
筈
な
り
、

な
る
書
翰
を
送
っ
て
い
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
保
古
飛
当
日
佐
佐
木
高
行
日
記
八
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
六
年
置
一
四
二
頁
）
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
柳
原
が
国
憲
案
を
佐
佐
木
の
内
覧
に
供
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
「
未
だ
各
議
官
へ
も
頒
布
無
之
」
「
極
々
の
原
案
に
て
」

云
々
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
す
る
と
、
七
月
定
本
は
ま
だ
確
定
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
「
極
々
の
原
案

に
て
相
廻
し
来
り
候
」
と
い
う
文
脈
か
ら
察
す
る
と
、
柳
原
は
原
案
起
草
に
は
直
接
タ
ッ
チ
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
翌
七
月
三
十
一
日
に
元
田
永
孚
が
佐
佐
木
に
宛
て
た
書
翰
に

　
　
拝
見
仕
候
、
今
朝
ハ
参
堂
御
高
話
、
不
覚
長
坐
に
相
成
、
迂
生
に
於
て
も
快
然
惨
毒
、
然
は
、
明
日
集
会
の
儀
、
徳
大
寺
（
実
則
）

　
　
不
参
の
由
に
て
、
明
後
二
日
越
相
田
候
段
、
敬
承
仕
候
、
い
つ
に
て
も
支
へ
不
申
、
明
後
日
出
頭
可
仕
候
、
委
細
は
拝
顔
可
得
貴

　
　
意
、
右
拝
答
仕
置
候
、
頓
首

　
　
　
七
月
三
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
孚

　
　
佐
佐
木
賢
台

　
　
尚
々
、
今
朝
拝
借
の
一
冊
、
一
通
り
見
韻
事
へ
共
、
尚
熟
覧
仕
置
度
、
両
三
日
拝
借
奉
恩
賞
、
以
上

と
あ
り
（
「
保
古
飛
型
比
佐
佐
木
高
行
日
記
八
」
一
囚
二
頁
）
、
元
田
が
佐
佐
木
か
ら
書
物
一
冊
を
拝
借
し
て
い
る
が
、
た
ぶ
ん
こ
れ
は
前
日
に

佐
佐
木
が
柳
原
か
ら
受
け
取
っ
た
国
憲
按
で
あ
ろ
う
。
佐
佐
木
や
元
田
が
こ
の
国
憲
按
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
見
を
表
明
し
た
の
か
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全
く
不
明
で
あ
り
、
こ
の
後
、
国
憲
按
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か

　
　
　
明
治
十
三
年
四
月
八
日

　
　
国
憲
艸
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

と
い
う
記
事
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

『
国
憲
履
歴
大
略
』
も
何
も
記
さ
ず
、
次
に
は
た
だ
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